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○ 出席議員（７名） 

１ 番 甲斐 政國 議員    ２ 番 佐藤 成志 議員 

３ 番 綾  健一 議員    ４ 番 秋本 良一 議員 

６ 番 白瀧 徹哉 議員    ７ 番 甲斐 松男 議員 

９ 番 小笠まゆみ 議員 

 

○ 欠席議員 

８ 番 甲斐 啓裕 議員 

 

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 

五ヶ瀬町長  原田 俊平 

教 育 長  猪野 貴一 

監 査 委 員  菊池 孝男 

 

○ 町長の委任を受けて説明のために出席したものは、次のとおりである。 

副 町 長  宮崎 信雄    農 林 課 長  廣本 憲史 

総 務 課 長  戸髙 勝洋    建 設 課 長  田原 昭生 

企 画 課 長  小迫 幸弘    会 計 室 長  北島 隆二 

町 民 課 長  齊家  晃    教 育 次 長  甲斐津世志 

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 

 

○ 職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長  垣内 広好    書    記  西川 公香
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（午前９時58分開会） 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいまから令和元年第３回五ヶ瀬町議会定例会を開会します。本日の

出席議員は、７名です。８番、甲斐啓裕議員から会議規則第２条第１項に基づき、欠席届けが提

出されました。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 御報告します。本定例会においてタブレット端末の議場内使用を許可します。次に、本日の会

議に事前許可を受けたものに限り、取材及び場内写真撮影を許可します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（甲斐 政國君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、２番、綾健一議員、３番、

秋本良一議員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定について 

○議長（甲斐 政國君）  日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から２０日までの１７日間にしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、会期は、本日から２０日までの１７

日間に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第３、「諸般の報告」を行います。 

 まず、議会活動報告を行います。 

 令和元年第２回五ヶ瀬町議会定例会後の議会活動については、お手元に配付しております報

告書のとおりですが、主なものについて報告いたします。 

まず、行政視察として、７月３日から５日にかけて、姉妹町の新得町及び宮城県南三陸町を訪問

し、研修を行いました。 

新得町では、浜田町長と湯浅町議会議長をはじめ議員全員の歓迎を受け、町内の酪農研修施設

や牧場、福祉施設を視察しました。あらためて広大な土地と農業規模の大きさに、本町との違い

を感じましたが、姉妹町として、「これからも相互に連絡・協力・支援等密に行っていくこと」

を確認したところです。 
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また、南三陸町では、議会として災害時の業務継続計画を策定する必要があることから、被災

当時の議会としての対応状況について、三浦町議会議長と山内副議長から聞くことができました。

「災害時はまず自らの命を守ることが大事である」ということで、災害時における議会・議員の

役割について、非常に参考になりました。これらをもとに、業務継続計画づくりを行っていきた

いと考えます。 

次に、各種団体との意見交換についてです。 

まず６月28日の農業委員会との意見交換では、「五ヶ瀬町のこれからの農業振興のあり方を考え

る」として、地域課題について議論しました。休耕地対策等については、有害獣被害は減少傾向

にあるというものの、個体数は減っておらず、耕作意欲がそがれている現状があることや、農道

などの基盤整備、販売促進など様々なことについて、意見交換しました。 

また、７月１０日の高千穂地区農業協同組合役職員との意見交換では、農協から現状報告を受

け、先の農業委員会との意見交換であった課題等についても議論し、肉用牛対策、農業者支援に

ついて意見交換を行いました。 

８月２日には熊本県山都町議会との意見交換を行い、現在宮崎県側で行われている、五ヶ瀬川

流域の浸水対策について、建設課から現状報告を受け、情報共有し、熊本県側としても問題提起

していくとの意見をいただきました。 

「監査制度に関する勉強会」では、議会選出の監査委員のおかれている歴史と意義について学

び、今後も、監査がより円滑にそして有効的に行われていくよう、議会として担っていくことを

確認しました。 

以上、議会活動報告といたします。 

次に、６月から８月の例月現金出納検査の結果につきましては、お手元に配付しております報告

書の写しのとおりであります。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第４、行政報告を行います。 

 町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許可します。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。令和元年第２回五ヶ瀬町議会定例会開会に当たり、本年６月

定例会以降の行政経過について御報告いたします。 

まず、役場新庁舎建設についてであります。今年７月に基本計画を元に計画概要、配置計画、

平面及び立面計画等基本的な概要を示した新庁舎基本設計を作成しました。現在この基本設計を

元に工事を実施するための詳細な設計となる実施設計を作成しているところでございます。基本
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設計でお示ししました環境配慮計画の部分で、第２次五ヶ瀬町地球温暖化対策実行計画に基づき

二酸化炭素排出量の削減に取り組むため、庁舎内空調に井水を利用した空調設備を整備すること

としておりました。その後井水利用システムと通常の電気式システムのイニシャルコスト、ラン

ニングコスト、並びに二酸化炭素排出量等の環境性を再比較しましたところ、イニシャルコスト

においては電気式システムの方が数千万円安く整備できること、ランニングコストは井水利用シ

ステムの方が安いのですがイニシャルコストの差額を回収するのに、約30年ほどかかるというこ

と、さらに一番配慮すべき環境性についてもその差が２パーセントしかないなどのことから、庁

舎の空調設備については、井水を利用しない電気式システムの整備を行いたいと考えております。 

次に、町立病院についてであります。町立病院のあり方については先の６月議会の行政報告で

も申し上げましたが、本年２月に延岡西臼杵地域医療構想調整会議内に設置されました、西臼杵

地域公立病院部会、この中で西臼杵３町３病院で速やかに改革等を実行に移せるような考え方、

あり方を提示することを目標に議論が行われております。議論が進められる中で、今後の公立病

院のあり方を検討行うに際し、まずは３町立病院の詳細な現状分析、将来の予測の実施 問題点

の整理解決プランの策定を実施したいと考え、今回の補正予算に業務委託に関する経費を上程さ

せていただいているところでございます。予算ご承認いただけたのちには、郡内３町により速や

かに業者選定に向けた企画コンペを行いたいと考えております。西臼杵地域効率病院部会設置前

の、西臼杵公立病院のあり方検討委員会の中では、将来的には３町立病院の経営統合による機能

再編を目指すこととした最終報告がなされておりますが、本町においては将来的にどのような医

療体制でいくのかというところの議論も進める必要があると考えております。 

 最後に、国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭についてであります。国民文化祭は、全国各地

で国民の一般の行なっている各種の文化活動を全国規模で発表し、共演し、交流する場を提供す

ることによって国民の文化活動への参加の機運を高め、新しい芸術文化の創造を促すことを狙い

とした祭典で、文化の国体と呼ばれるものであります。 

 また、全国庫障害者芸術・文化祭は障がいのある人の芸術や文化活動への参加を通じて、その

方々の生きがいや自信を創出し自立と社会参加を促進するとともに、障がいに対する国民及び県

民の理解と認識を深めることを願いとした祭典で、国民文化祭が開催され都道府県において同じ

年度に行われることになっております。 

 令和２年度、２０２０年度にこの国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭が宮崎県で開催される

ことが決定し、県の実行委員会設立を受け市町村ごとに開催される分野別フェスティバルのため、

本町におきましても昨年７月に五ヶ瀬町実行委員会を設立いたしました。 

 本町におきましては、正式名称を第３５回国民文化祭・みやざき２０２０、第２０回全国障害

者芸術・文化祭みやざき大会、全国民俗芸能風流保存・振興連合会合同発表会ｔｏ五ヶ瀬町文化
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芸術フェスティバルとタイトルが大変なごうございますので、通称として「風流」ごかせフェス

タとし、来年１１月１５日にＧパークを会場に本町の荒踊保存会も会員である全国民俗芸能風流

保存・振興連合会の合同発表会、本町の多文化団体、民俗芸能保存団体による合同発表会を行う

予定であります。 

 先週には、本町教育委員会職員と１区公民館長の長田豊明氏が香川県まんのう町の全国民俗芸

能風流保存・振興連合会事務局を訪問し、「風流」ごかせフェスタに係る準備打ち合わせを行っ

ており、来年１１月の「風流」ごかせフェスタの開催に向け逐次準備を進めているところであり

ます。 

 以上、行政報告といたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．報告第１０号 

日程第６．報告第１１号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第５、報告第１０号五ヶ瀬町の財政健全化判断比率について

及び日程第６、報告第１１号五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率について、町長から報告を求めま

す。町長。 

○町長（原田 俊平君）  報告第１０号五ヶ瀬町の財政健全化判断比率について御報告を申し上げ

ます。 

 このたびの報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平

成３０年度の決算数値に基づき算定された実質赤字比率など４つの財政健全化判断比率につい

て、監査委員の審査意見を付して報告するものであります。 

 以上で報告を終わります。 

 報告第１１号五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率について御報告を申し上げます。 

 このたびの報告は、財政健全化判断比率の報告と同様、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律第２２条第１項の規定により、平成３０年度の決算数値に基づき算定されたそれぞれの地方

公営企業にかかわる資金不足比率について、監査委員の審査意見を付して報告するものでありま

す。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま町長より報告が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですので、これにて質疑を終結いたします。 

 なお、本２件については地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条
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第１項の規定により、報告のみでありますので御了承願います。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．議案第４６号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第７、議案第４６号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意につ

いてを議題とします。 

 本件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（原田 俊平君）  議案第４６号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意について、提案理由の

御説明を申し上げます。 

 このことにつきましては、西臼杵郡公平委員会委員規約第３条により、郡内３町及び西臼杵広

域行政事務組合の議会の同意を得て正式に選任することとなっております。 

 このたび、西臼杵郡公平委員会の委員３名のうち五ヶ瀬町から選任しております後藤桂治氏が

来る１１月１６日に任期満了、退任されることに伴い、新たに甲斐治夫氏に就任をお願いするこ

とで本人の内諾をいただいております。 

 任期につきましては、令和元年１１月１７日から令和５年１１月１６日までの４年間となって

おります。 

 甲斐治夫氏の経歴等につきましては資料を添付しておりますとおり、人物的にも公平委員とし

て適任と思いますので、御同意いただきますようお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですので、これにて質疑を終結します。 

 これから本件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。議案第４６号西臼杵郡公平委員会委員の選任同意について

は、原案のとおり同意することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり同意することに

決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第４７号 



10 

 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第８、議案第４７号人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題とします。 

 本件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第４７号人権擁護委員候補者の推薦について、提案理由の御説明を

申し上げます。 

 人権擁護委員候補者については、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を

聞いて法務大臣に推薦しなければならないとされております。 

 今回お願いしますのは、現在の委員の興梠美智宏氏であります。興梠氏につきましては、引き

続き委員を継続頂きますことを内諾をいただいているところでございます。 

 任期は令和２年１月１日から令和４年１２月３１日までの３年間となっております。略歴につ

きましては、お手元の資料のとおり、人格的にも人権擁護委員として適格者であると存じます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですので、これにて質疑を終結します。 

 これから本件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。議案第４７号人権擁護委員候補者の推薦については、原案

のとおり同意することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり同意することに

決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第４８号 

日程第１０．議案第４９号 

日程第１１．議案第５０号 

日程第１２．議案第５１号 

日程第１３．議案第５２号 

日程第１４．議案第５３号 

日程第１５．議案第５４号 
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○議長（甲斐 政國君）  次に、お諮りします。日程第９、議案第４８号平成３０年度五ヶ瀬町一

般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第１５、議案第５４号平成３０年度五ヶ瀬町奨学

金特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４８号から議案第５４号まで

の７件は、これを一括議題とすることに決定しました。 

 本７件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第４８号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 平成３０年度の五ヶ瀬町一般会計は、歳入決算額４１億３,７４３万９,３４７円、歳出決算額

４０億２,１８９万２,４４５円で、歳入歳出差引１億１,５５４万６,９０２円となっております

が、このうち繰越明許費による翌年度に繰り越すべき財源を差し引きますと、実質収支は４,０

５２万１,９０２円となりました。 

 歳入の状況ですが、町税につきましては町民税及び軽自動車税の増収等により、収入額は対前

年度比３６９万３,０００円、１.３％増の２億８,６６４万２,０００円となりました。 

 地方交付税は、特別交付税は増額したものの普通交付税の減額により、対前年度比１.５％減

の２０億７,９６７万９,０００円となりました。 

 寄附金につきましては、一般寄附金の減額により、対前年度比８７.２％減の１,４８８万４,

０００円となっております。 

 繰入金につきましては、ふるさとづくり基金、五ヶ瀬町応援基金及び佐伯勝元教育基金から、

各種特定事業０００円充当するため９８７万３,０００円の繰り入れを行っております。 

 また、地方債につきましては、対前年度７,２５５万１,０００円、２３.８％減の２億３,１８

１万２,０００円となっております。 

 次に、歳出について目的別に構成比の高い経費から見てみますと、民生費６億９,１５４万５,

０００円で構成比１７.２％、農林水産業費６億５,８８６万円で１６.４％、総務費６億２８９

万９,０００円で１５％、災害復旧費３億８,９６９万３,０００円で９.７％、公債費３億７,７

４３万５,０００円で９.４％、衛生費３億２,２７３万円で８％、教育費３億５４６万９,０００

円で７.６％、土木費２億７,９２７万６,０００円で６.９％となっております。 

 また、性質別の義務的経費につきましては、人件費は、定期昇給を起因とする微増となったも

ののほぼ横ばい状態となり、扶助費は、臨時福祉給付金事業の終了、児童手当、介護給付及び老

人保護措置の減少に伴い減、また公債費では、光ケーブル布設事業の起債償の開始に伴い増加し
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ております。義務的経費全体では、対前年度比２.９％増の１３億４,６８８万円となっておりま

す。 

 投資的経費では、普通建設事業費は対前年度比１６.５％減の６億１,１８８万５,０００円と

なりました。な要因としましては、光ケーブル布設事業の終了が起因しております。 

 一般行政経費の補修費においては、国の指示によりこれまで普通建設費で計上していた町道維

持管理工事、林道維持管理工事等を維持補修費で計上したことにより、対前年比２６１.３％増

の７,５２７万円となっております。 

 以上が一般会計決算の概要でございます。 

 決算状況についてでありますが、財政の弾力化をあらわす経常収支比率は病院事業会計繰出金

の増にある補助費等の増、先ほど説明いたしました普通建設費から維持補修費への見直しを行っ

たことによる維持補修費の増、さらには公債費の増及び交付税等の経常一般財源等が大きく減額

されたことによりも９５.８％と、平成２９年度と比べ８.２ポイント悪化する状況となっており

ます。 

 また、平成３０年度末の一般会計の地方債残高は、前年度末に比べまして１億３,１４９万６,

０００円減少し２８億１５０万２,０００円となりました。 

 交付税の代替財源として発行が認められており、その償還金の全額が後年度交付税措置される

臨時財政対策債の残高１４億２８８万１,０００円を除きますと、平成３０年度末の残高は対前

年度比で８,１８０万８,０００円増加し、１３億９,８６２万１,０００円となっております。 

 平成３０年度末の基金残高においては、ふるさと納税による五ヶ瀬町応援基金、林業広場売払

収入による公共施設等整備基金及び新得町盟約記念交換林伐採収入によるふるさとづくり基金

で積み立てた一方、佐伯勝元奨学金を初めとする事業に活用するため佐伯勝元教育基金を取り崩

しております。基金全体では、対前年度比で４,７５１万７,０００円増加し、３３億２,０３０

万２,０００円となりました。また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく各指標

は全て基準を満たし、健全性を維持いたしております。 

 これらのことから、五ヶ瀬町の財政状況は引き続き健全な状態を維持しているものと考えてお

りますが、近年の交付税の減少から経常収支比率が悪化傾向にあり、決して楽観視はできない状

況にあると同時に、主要な一般財源であります地方税や地方交付税は国の制度改正に大きく影響

され、今後の五ヶ瀬町の財政見通しには不透明な部分もございます。 

 したがいまして、今後とも引き続き事業の選択と集中を徹底するとともに、健全財政の堅持に

努めてまいります。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきましてそれぞれの担当課長から詳しく説

明をさせます。 
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 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第４９号平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業に特別会計歳入歳出決算の認定について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

 本会計の歳入額は８,４９１万８,００５円、歳出総額は８,６４３万８,２８３円で、歳入歳出

差引歳入不足額は１５２万２７８円となっております。 

 まず、決算書２１２ページの歳入の主な項目について申し上げます。 

 使用料として、桑野内、室野、坂狩、鞍岡、廻渕簡易水道の水道使用料、手数料として組合負

担水質検査手数料、一般会計からの繰入金、町債となっております。 

 次に、決算書２１４ページの歳出について申し上げます。 

 簡易水道費は事務費及び管理費で、主なものとして、施設の保安管理と宮野原地区管路更新測

量設計に係る委託料、工事請負費として五ヶ瀬町中学校配水管・配水池築造工事費と、町管理水

道施設の給水管接続工事、その他需用費、役務費となっております。 

 次に、公債費として、長期借入償還金の元金及び利子を支出しております。 

 なお、歳入歳出差引歳入不足額の１５２万２７８円については、翌年度歳入繰上充用金により

歳入不足を補填しております。 

 決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５０号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 平成３０年度からは、国保制度改革により都道府県が財政運営の責任主体となりましたが、国

保財政の安定的運営のため、財源の確保と医療費の抑制に努めてまいったところであります。 

 この事業運営を決算書２２８ページの歳入から御説明申し上げます。 

 歳入のかなめとなります国民健康保険税は、前年度比０.３％の減となりました。収納率につ

きましては全体で８１.１５％で、前年度より１.８％増加しております。 

 県支出金につきましては、制度改正により国庫支出金や療養給付費交付金などが廃止され、保

険給付費等の必要額は県から交付されたことに伴い、おおはばな増額となっております。 

 繰入金につきましては、人件費、事務費、保険税軽減措置及び保険者支援として保険基盤安定

負担金、財政安定化支援事業など一般会計からの法定内繰入であります。 

 諸収入は、保険財政共同安定化事業及び高額医療共同事業剰余金の返還金、国保連合会の決算

に伴う電算処理システム導入作業経費の積立金返還金が主なものであります。 

 続きまして、２３２ページの歳出を御説明いたします。 

 国保事業の７２％の支出額を占める保険給付費は、前年度比１.４４％の減であります。 
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 国民健康保険事業費納付金は、県へ納める納付金であります。 

 保健事業費につきましては、主に特定健康診査及び特定保健指導を実施しており、前年度比２.

４１％の減であります。 

 諸支出金につきましては、平成２９年度療養給付費等負担金及び退職者医療交付金の交付確定

による返納金、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業にかかわる市町村間調整による返

納金が主な支出であります。 

 決算額は、歳入総額６億４,２３５万８,８５２円、歳出総額５億９,７４０万３０９円、差引

残額４,４９４万９,５４３円を翌年度に繰り越します。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５１号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、提案理由

の御説明を申し上げます。 

 平成３０年度に行われた診療報酬改定では、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年と、そ

れ以降の社会・経済の変化や技術革新への対応に向けて、より質の高い効果的な医療提供体制の

整備とともに、新しいニーズへの対応を目指すこととされ、診療報酬本体でプラス０.５５％、

薬価でマイナス１.６５％、診療材料でマイナス０.０９％の改定が行われました。 

 県内の各自治体病院においては、以前として医師や医療スタッフの確保に大変苦慮する中にお

いて、さらなる経営の改善が求められております。 

 当院では、国保直診としての本来の役割である予防医療を全うするという観点から、また経営

改善の一環として、健診事業や予防接種事業等の講習衛生活動にも福祉課や教育委員会と連携し

取り組んでまいりました。 

 常勤医師の体制につきましては、平成２５年４月に崔林承先生を病院長としてお迎えし、平成

１８年１２月から勤務の岡崎副院長との２名体制となっております。 

 また、熊本大学の支援を受け、消化器外科及び循環器内科からそれぞれ週１回医師を招聘し、

一方、高千穂国民健康保険病院からも整形外科及び耳鼻咽喉科医師をそれぞれ週１回派遣いただ

き、町民の皆様の医療に対応しているところでございます。 

 さらに、当院は地域医療を担う医師を養成するために、宮崎、熊本、両大学病院の協力病院と

して卒後研修医、クリニカル・クラークシップ、公衆衛生学教室、地域医療ガイダンス等の研修

生受け入れを行っております。今後も関係機関とさらなる連携を図り、医師確保に努め、町民が

安心して利用できる病院づくりに努めてまいります。 

 それでは、決算状況につきまして、ページを追って御説明いたします。 

 決算書１ページ、収益的収入は、病院事業収益５億５,７１９万７,４８２円、内訳は、医業収
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益４億２,３５２万９,６７５円、医業外収益１億３,３６６万７,８０７円となっております。 

 ２ページ、収益的支出では、病院事業費用５億４,１５７万３,８００円、内訳は、医業費用５

億３,０６９万３,９８９円、医業外費用８４３万４,７７４円、特別損失２４４万５,０３７円と

なっております。 

 ３ページ、資本的収入は５８５万円で、内訳は、繰入金となっております。 

 ４ページ、資本的支出は７,６８３万１,３９２円、内訳は、企業債償還金５,０４０万８,７９

２円、建設改良費２,６４２万２,６００円となっております。なお、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額７,０９８万１,３９２円は、損益勘定留保資金で補填を行いました。 

 ５ページ、損益計算書は、医業収益に対する医業費用、医業外収益に対する医業外費用と対比

して記載しております。 

 医業収益から医業費用を差し引いた営業損失は１億７２万１,６０６円、医業外収益から医業

外費用を差し引いた利益は１億１,３７５万７,１３５円であります。結果、当該年度経常利益は

１,３０３万５,５２９円でありました。 

 ６ページ、特別損失を差し引いた当年度純利益は１,０５９万４９２円となり、前年度繰越利

益剰余金を加えた当年度末処分利益剰余金は１,９４４万９,０６６円となりました。 

 次に、９ページ、貸借対照表について御説明いたします。 

 固定資産は、有形固定資産、無形固定資産合計で６億９,６３９万５,１６３円、流動資産は、

現金預金、未収金、貯蔵品の合計で５億２,０７５万７,９９４円となり、資産合計は１２億１,

７１５万３,１５７円となります。 

 負債の部は、固定負債合計４億４,５２２万２,８５０円であります。 

 次に、１０ページ、流動負債合計は、９,９６４万６２円、繰延収益合計は５,７８６万３,０

４２円で、負債合計は６億２７２万５,９５４円となります。 

 次に、資本の部、資本金合計は２億４,８７９万６,２１０円、剰余金合計は３億６,５６３万

９９３円、資本合計は６億１,４４２万７,２０３円となります。 

 負債合計額と資本合計額は、合わせて１２億１,７１５万３,１５７円となり、資産合計と一致

するものであります。 

 病院事業状況報告につきましては、１１ページから２２ページまで記載しておりますが、詳細

につきましては、所管の委員会におきまして事務長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５２号平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、提案理由

の御説明を申し上げます。 

 ３０年度は第７期介護保険事業計画の初年度でありました。介護サービスにおいて、前年度と
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比べ介護給付費が減少しております。今後も、予防事業の取り組みや介護サービスの適正化を実

施していくとともに、必要なサービス量についての把握に努めてまいります。 

 それでは、決算書２７０ページ、保険事業勘定の歳入から御説を明いたします。 

 保険料８,２９６万３,５３４円につきましては、６５以上の第１号被保険者の介護保険料で、

現年度分の収納率は９９.９％となっております。 

 使用料及び手数料は、介護保険料の未納者に対する督促手数料です。 

 国庫支出金１億２,７５９万９,３１４円につきましては、介護給付費に対する負担金と財政調

整交付金、事務費分及び地域支援事業費、保険者機能強化推進に対する交付金です。 

 支払基金交付金１億２１４万５６４円につきましては、４０歳から６４歳までの第２号被保険

者の保険料に当たり、介護給付費及び地域支援事業費の負担割合に応じて支払基金から交付され

たものです。 

 県支出金６,４９８万２,１２０円につきましては、介護給付費及び地域支援事業費に対する負

担金及び交付金です。 

 繰入金７,１７３万８,６６２円につきましては、介護給付費及び地域支援事業費にかかわる町

負担金、人件費及び事務費及び低所得者層の保険料軽減分について一般会計から繰り入れたもの

であります。 

 繰越金は２９年度からの繰越額です。 

 諸収入につきましては、地域支援事業費の利用者負担金が主なものです。 

 次に、２７４ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費１,９３０万８,３９６円につきましては、総務管理費、介護認定審査会費等が主なもの

であります。 

 歳出総額の７８％を占める保険給付費３億５,８３４万１,７７９円につきましては、要介護者

に対する介護サービス費、要支援者に対する介護予防サービス費、高額介護サービス費及び特定

入所者介護サービス費が主なものであります。 

 地域支援事業費４,０７５万５,８７７円につきましては、介護保険の被保険者に対する介護予

防費の費用、地域包括支援センターの運営費、地域包括ケアシステム構築のための事業、及び介

護予防・生活支援サービス費が計上されております。 

 諸支出金３,８２５万１,６２１円につきましては、２９年度の介護給付費負担金及び地域支援

事業交付金の精算による国及び県等への償還金及び介護給付費準備基金に積み立ていたしまし

た基金積立金が主なものであります。 

 次に、３２４ページ、介護サービス事業勘定の歳入について御説明いたします。 

 サービス収入８７万７,１００円につきましては、要支援認定者への介護予防サービス計画作
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成における収入であります。 

 繰入金につきましては、保健事業勘定からの繰入金です。 

 次に、３２６ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費１０４万２,７４３円につきましては、地域包括支援センターの事務費となります。 

 保険事業勘定及び介護サービス事業勘定に合わせての決算額は、歳入総額４億７,９７２万９

２６円、歳出総額４億５,６６５万７,６７３円、差引残額２,３０６万３,２５３円を翌年度に繰

り越しいたします。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５３号平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

 ７５歳以上の後期高齢者の医療費は全国的に増加傾向にあり、それに伴い、保険者の負担も増

加しています。そのような中、医療費の抑制と保険料納付への理解を求め、安定的な会計運営を

目指してまいりました。 

 その事業運営を決算書３３８ページの歳入から御説明いたします。 

 後期高齢者医療保険料につきましては、年金から徴収する特別徴収及び口座振替等による普通

徴収がありますが、特別徴収につきましては収納率１００％、普通徴収につきましては収納率９

８.１６％となっております。 

 国庫支出金は、システム改修に伴う補助金であります。 

 繰入金につきましては、事務費及び保険基盤安定化繰入金で一般会計からの繰り入れでありま

す。 

 続きまして、３４２ページの歳出を御説明いたします。 

 後期高齢者医療広域連合納付金の内訳につきましては、被保険者から徴収した保険料と保険基

盤安定負担金であります。 

 保健事業費につきましては、後期高齢者健康診査にかかわる委託料の費用であります。決算額

は、歳入総額５,４５０万３,３０６円、歳出総額５,３８９万５,２１８円、差引残額６０万８,

０８８円を翌年度に繰り越します。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５４号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計決算について、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 五ヶ瀬町奨学金特別会計につきましては、佐伯勝元氏からの寄附金を佐伯勝元教育基金として
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積み立て、その基金の一部を奨学金として制度化し、あわせて特別会計を設置するものでありま

す。 

 奨学金の貸付を受けるものは、五ヶ瀬町に住所を有し生活実態のあるものの子弟であって、学

校教育法第８７条に定める大学に在学するもので、学資の支援が必要と認められるものとなって

おります。 

 歳入は、一般会計繰入金が３００万円、歳出は、奨学金費が３００万円となっております。貸

付金対象者は、４年生大学に進学する５名となっております。 

 なお、決算内容の詳細につきましては、委員会におきまして担当課長から説明をさせます。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの７件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第５５号 

日程第１７．議案第５６号 

日程第１８．議案第５７号 

日程第１９．議案第５８号 

日程第２０．議案第５９号 

○議長（甲斐 政國君）  次にお諮りします。日程第１６、議案第５５号五ヶ瀬町印鑑条例の一部

改正についてから、日程第２０、議案第５９号五ヶ瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等に

関する条例の一部改正についてまでの５件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５５号から議案第５９号まで

の５件は、これを一括議題とすることに決定しました。 

 本５件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第５５号五ヶ瀬町印鑑条例の一部改正について、提案理由の御説明

を申し上げます。 

 本件は、住民票等への旧氏の記載を可能とする住民基本台帳施行令の改正にあわせ、印鑑登録

においても旧氏の登録を可能にするとともに、所要の規定の整理を行埋め条例を改正するもので
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あります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 議案第５６号公の施設に関する一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、昨年度林業広場の一部を分筆し、県森連に売却したことに伴い、当該土地の地番が変

更となったため修正を加えるものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５７号五ヶ瀬町税条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 このたびの五ヶ瀬町税条例の一部改正は、同条例３４条の７第１項第２号の特定非営利法人に

対する寄附金の税額控除の規定において、当該事業所が特定非営利法人になられたことに伴い、

別表第２に追加するものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５８号五ヶ瀬町保育料条例の一部改正について、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の改正は、幼児期の教育及び保育の重要性に鑑み、総合的な少子化対策を推進する一環と

して、子育てを行う家庭の経済的負担の軽減を図ることを目的に子ども子育て支援法の一部が改

正され、令和元年１０月１日に施行されることに伴い、本町条例の一部改正するものであります。 

 この改正により、幼児教育を行う幼稚園等につきましては満３歳から、要児保育を行う保育所

等につきましては、満３歳になって以後の最初の４月１日から保育料の利用料が無償化となりま

す。また、市町村民税非課税世帯においては全ての子どもが無償化の対象となります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第５９号五ヶ瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 本件は、成年被後見人等の権利の制限に関する措置の適正化を図るための関係の法律の整備に

関する法律（令和元年法律第３７号）が６月１４日に公布、同法の中で地方公務員法の一部が改

正されました。これを踏まえ、本条例第１２条の条例の一部を改正するものであります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの５件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第２１．議案第６０号 

日程第２２．議案第６１号 

日程第２３．議案第６２号 

日程第２４．議案第６３号 

日程第２５．議案第６４号 

日程第２６．議案第６５号 

日程第２７．議案第６６号 

○議長（甲斐 政國君）  次にお諮りします。日程第２１、議案第６０号平成３１年度五ヶ瀬町一

般会計補正予算（第２号）についてから、日程第２７、議案第６６号平成３１年度五ヶ瀬町奨学

金特別会計予算（第１号）についてまでの７件を一括議題としたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６０号から議案第６６号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第６０号平成３１年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２号）につい

て、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、新庁舎建設工事に伴う施工管理委託費の追加、新庁舎建設に伴う河川暗渠化工

事費の追加、農業振興費で産地パワーアップ事業補助金の増、県営土地改良事業負担金の増、僻

地教職員住宅改修費の増、現年発生災害復旧事業費の増が大きなものとなっております。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ２億４,４００万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

４９億４,７００万円とするものです。 

 それでは、１ページ、第１表歳入歳出予算補正の歳入の主なものから説明をいたします。 

 町税は、固定資産税を１２９万円減額しています。 

 地方交付税は、普通交付税を１億６４５万８,０００円追加いたします。 

 国庫支出金は、現年発生公共土木施設災害復旧事業負担金の増額、プレミアム商品券事業補助

金の追加が主なものです。 

 県支出金は、総務費県補助金の宮崎ひなた暮らしＵＩＪターン支援事業補助金、県・市町村人

口問題対策連携事業補助金の追加、農林水産業費県補助金の産地パワーアップ事業補助金の追加、

鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金の増額、農林水産業施設災害復旧費補助金の減額、総

務費県委託金の農林業センサス調査委託金の追加が主なものです。 

 繰越金は、前年度繰越金を９４７万９,０００円減額いたしました。 
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 諸収入は、第３セクター貸付金元利収入を１,０００万円追加、後期高齢者医療広域連合療養

費負担金を３８８万６,０００円追加しました。 

 町債は、総務債の市町村役場機能緊急保全事業債を１億１,０９０万円の増額、農林水産業債

の中山間地総合整備事業債を７６０万円の増額、教育債の社会教育債を１,１１０万円の増額、

災害復旧債の過年発生農林水産業施設災害復旧事業債を１４０万円減額し、公共土木施設災害復

旧事業債を３１０万円の増額、臨時財政対策債を２,２４７万３,０００円減額いたしました。 

 次に、２ページの歳出の主なものについて説明いたします。 

 総務費は、財産管理費の新庁舎建設工事施工管理委託料の追加、河川暗渠化工事請負費の追加、

コンピュータ管理費のシステム及び機器保守委託料の増、地域振興費の県・市町村人口問題対策

連携事業委託料、五ヶ瀬町移住・定住促進事業補助金の追加が主なものであります。 

 民生費では、社会福祉総務費のプレミアム商品券販売・換金等事務委託料、商品券交付事業補

助金が主なものです。 

 衛生費では、簡易水道特別会計繰出金を減額し、病院事業会計への繰出金を増額しました。 

 農林水産業費は、農業振興費で産地パワーアップ事業にかかわる事業補助金を増額し、補完事

業補助金とブドウ生産特別対策事業補助金を減額、農地費で県営土地改良事業負担金を増額、林

業振興費で鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業補助金を増額しました。 

 商工費は、商工振興費に第３セクター貸付金の追加、森林公園事業費にレンタル用ブーツ、ウ

エアの購入、造雪機、圧雪車等整備、ゲレンデ整備にかかわる重機使用料の追加、スキー場監理

道路整備工事にかかわる工事請負費を減額、スキーセンター厨房機器購入に係る備品購入費を追

加いたしました。 

 教育費は、僻地教員住宅の改修工事請負帆の増額、Ｇパーク陸上競技場トラック改修工事の消

費税増税に対する増額が主なものです。 

 災害復旧費は、現年発生に対応するため増額いたしました。 

 諸支出金は、減債基金積立金を追加し、森林環境譲与税基金積立金を減額しました。 

 次に、５ページの第２表債務負担行為補正について説明します。 

 今回の債務負担行為の変更は、五ヶ瀬町史編さん委託業務事業について、限度額を３,０００

万円に変更するものです。 

 次に、６ページの第３表地方債補正について説明します。 

 これは各種事業費の変更により、地方債借入予定額を調整したものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６１号平成３１年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、提案

理由の御説明を申し上げます。 
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 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,２５８万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１億２,３１７万１,０００円とするものです。 

 まず、１ページの歳入につきましては、過年度分の水道使用料と町債を増額し、それに伴い一

般会計繰入金を減額するものです。 

 次に２ページの歳出ですが、主なものとして、役場新庁舎配水施設整備実施設計業務の委託料

と、宮野原地区簡易水道配水管整備の工事請負費を増額するものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６２号平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、提案

理由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,５８６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ６億１,４７９万６,０００千円とするものです。 

 予算書１ページの歳入について御説明いたします。 

 国民健康保険税は、現年度課税分及び滞納繰越分の調定額に合わせ減額しております。 

 県支出金は、国民健康保険病院事業会計への繰出金の増に伴い、特別調整交付金を増額してお

ります。 

 繰入金は、歳出における一般管理費の増額に合わせて一般会計からの繰入金を増額しておりま

す。 

 繰越金は、前年度決算により繰越金を増額しております。 

 次に、２ページの歳出について御説明いたします。 

 総務費は、需用費及びシステム改修に伴う増額です。 

 諸支出金は、直営診療施設勘定繰出金の増額です。 

 予備費につきましては、繰越金を調整し増額計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６３号平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

 今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の増額を行うものです。 

 １ページの予算第３条に定めました収益的収入及び支出の収入は、病院事業収益のうち、医業

外収益の町負担金を２,４００万円増額するものです。 

 ２ページの支出は、病院事業費用のうち医業費用の給与費を１,６６５万６,０００円増額、材

料費を２６４万５,０００円増額、経費を４６９万９,０００円増額、合計２,４００万円を増額

補正するものです。 

 ３ページ、予算第４条に定めました資本的収入及び支出の収入は、国保事業勘定繰入金を２４
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０万円増額するものです。 

 ４ページ、支出は、建設改良費の機械及び備品購入費を６５万９,０００円増額するものです。 

 なお、収支の不足分につきましては、損益勘定留保資金で補填するものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６４号平成３１年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）について、提案理由

の御説明を申し上げます。 

 このたびの補正は、国等への償還金が主なものです。 

 保険事業勘定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ１,４９５万６,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ５億１,７７３万８,０００円とするものです。 

 １ページの歳入から御説明をいたします。 

 保険料は、調定額に合わせ調整しております。 

 繰入金は人件費及び事務費に係る一般会計からの繰入金を計上しております。 

 繰越金については、前年度繰越金を財源の調整として計上しております。 

 次に、２ページの歳出について御説明をいたします。 

 総務費は、人件費及び事務費を計上しております。 

 地域支援事業費は、介護予防生活支援サービス事業に係る分を計上しております。 

 諸支出金は、国、県、支払基金からの介護給付費負担金等の償還金が主なものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６５号平成３１年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

 歳入歳出予算の総額からそれぞれ９万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

６,００１万３,０００円とするものです。 

 １ページの歳入から説明いたします。 

 後期高齢者医療保険料は、今年度の調定額に合わせ減額をしております。 

 繰越金は、前年度決算により繰越金を増額したものです。 

 次に、２ページの歳出について御説明いたします。 

 後期高齢者医療広域連合納付金は、保険料の調定額に合わせ減額しております。 

 予備費につきましては、繰越金を調整し増額計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

 議案第６５号平成３１年度五ヶ瀬町奨学金特別会計予算について、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 五ヶ瀬町奨学金特別会計につきましては、佐伯勝元氏からの寄付金を佐伯勝元教育基金として
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積み立て、その基金の一部を奨学金として制度化し、合わせて特別会計を設置するものです。 

 平成３１年度の当初予算では、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ４８０万円とさせていただ

きました。 

 まず、歳入について、繰入金９６万円を計上しました。これは、佐伯勝元教育基金から一度一

般会計に繰り入れ、一般会計から特別会計へ繰り入れを行うものです。 

 次に歳出では、奨学金貸付金９６万円を計上しました。今回、４月から４名の申し込みを経て、

９月の補正予算にて必要な額を計上することとしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの７件については、本日は提案理由の説明までにとどめたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、本日は提案理由の説明までにとどめ

ることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（甲斐 政國君）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 次回は９月５日午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。御苦労さまでし

た。 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同礼。御着席ください。 

午後11時14分散会 

────────────────────────────── 
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令和元年第３回五ヶ瀬町議会定例会会議録 

（一般質問） 

令和元年 ９月 ５日 

 

○ 会議に付した事件 

日程第 １．  一般質問 

 

○ 出席議員（７名） 

１ 番 甲斐 政國 議員    ２ 番 佐藤 成志 議員 

３ 番 綾  健一 議員    ４ 番 秋本 良一 議員 

６ 番 白瀧 徹哉 議員    ７ 番 甲斐 松男 議員 

９ 番 小笠まゆみ 議員 

 

○ 欠席議員 

８ 番 甲斐 啓裕 議員 

 

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 

五ヶ瀬町長  原田 俊平 

教 育 長  猪野 貴一 

監 査 委 員  菊池 孝男 

 

○ 町長の委任を受けて説明のために出席したものは、次のとおりである。 

副 町 長  宮崎 信雄    農 林 課 長  廣本 憲史 

総 務 課 長  戸髙 勝洋    建 設 課 長  田原 昭生 

企 画 課 長  小迫 幸弘    会 計 室 長  北島 隆二 

町 民 課 長  齊家  晃    教 育 次 長  甲斐津世志 

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 

 

○ 職務のため出席した議会事務局職員 

議会事務局長  垣内 広好
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午前９時59分開議 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の出席議員は、７名です。８番、甲斐啓裕議員から会議規則第２条第１項に基づき、欠席

届けが提出されました。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（甲斐 政國君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問の順序は、通告順に発言を許します。 

 それでは初めに、３番、秋本良一議員、御登壇願います。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。通告に従いまして一般質問をいたします。 

 獣害対策、後継者育成、資源としての活用について。 

 獣害による農業、林業の被害は、進入防止柵の整備や電気柵などの設置が進み、被害は減少傾

向にあるかと思います。しかし、個体数の減少までは至っていないのが現状と思われます。その

要因として考えられますのが、捕獲者の高齢化、そして後継者、つまり担い手不足かというふう

に思います。また、捕獲獣を資源としての価値観の差もうかがえるのではないでしょうか。 

 そこで、後継者育成や捕獲獣を資源としての利活用するための解体施設や、精肉販売、また毛

皮の加工施設など資源の考えはないかお伺いをいたします。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。秋本良一議員からの獣害対策、後継者育成と資源の活用につ

いての質問については、まず私のほうから答弁させていただきます。 

 秋本良一議員からは、これまでも平成２８年度、２９年度、３０年度含めて、これまでも鳥獣

害被害対策関係、さらには獣肉利活用関係なども御質問をいただき、それを参考にしながら、我々

も現状並びに基本的な考え方をお答えさせながら、具体的な取り組みを一つずつ進めているとこ

ろでございます。 

 今回は、後継者育成、資源の活用を目的とした捕獲獣肉の利活用のための解体施設、加工施設

等への支援も考え方の御質問捉えております。 

 結論から申しますと、捕獲獣肉とか加工品の利活用については、有害鳥獣対策協議会を初めと

します関係組織での要望があれば、県また関係機関と協議、調整しながら、実施に向けて取り組

める体制はできると考えております。ただ、あくまでもこのことにつきましては、行政主導では

なく、狩猟者とか関係組織の自発性、我々もやるよというところが大きいものと考える次第です。

詳細な取り組みと考え方につきましては、具体的な取り組みになりますので、担当課長の農林課
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長から答弁をさせます。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 秋本良一議員の御質問の獣害対策後継者育成と資源の活用について現状を踏まえまして、私の

ほうから答弁させていただきます。 

 まず初めに、被害防止についての取り組みにつきましては、御承知のとおり、進入防止のため

の防護柵の設置対策が個体数の減少のための捕獲対策等を中心とした対策を行っているところ

です。防護柵の設置対策につきましては、電気柵やネット、ワイヤーメッシュ、金網柵等の設置

の支援を補助事業等で行っているところであります。３０年度におきましては、テキサスゲート

グレーチングを２カ所設置したところであります。 

 捕獲の対策につきましては、有害鳥獣捕獲指導員１名を含む５班の五ヶ瀬町有害鳥獣捕獲班に

て捕獲を行っていただいており、３０年度の捕獲数は、シカとイノシシを合わせまして１,５７

７頭の捕獲の実績となっておるところでございます。 

 秋本議員の質問の趣旨にありましたように、個体数の減少は図られているのかは、明確なとこ

ろでありますけれども、かなり減少対策の効果があると農林課のほうでは考えるところでありま

す。 

 捕獲者の状況でありますけれども、３１年４月１日現在にて５班の捕獲班の班員数は合計１０

１名であります。平均の年齢は６４.５歳となっております。平成３０年４月１日現在では１０

４名で、平均年齢も６４.９歳でありましたので、比較いたしますと横ばいの状況ではあります

が、今後若手の狩猟免許の取得者が加入しなければ、高齢化はさらに進む状況ではあります。 

 次に、後継者育成と資源の活用につきましては、後継者育成としまして捕獲班への育成補助金、

それから鳥獣被害対策自治体加入に伴います狩猟税の軽減措置や公務災害の適用等の体制、整備

を図りながら、また、新規の狩猟免許取得者に対しましては免許試験手数料の補助などを行って

いるところであります。 

 捕獲獣肉等の資源利活用につきましては、猟友会鞍岡支部での取り組みとしまして、３０年度

から地方創生推進交付金により予算化いただき、事業の内容につきましては、３０年度はジビエ

の料理のレシピ作成や料理の研究、獣肉販売促進のためのラベル作成、シカの角の加工品や皮の

神楽太鼓を利用目的とした加工用具等の備品購入への補助を行っているところであります。 

 今年度も、獣肉の販売促進のためのラベル作成や使用機器等の購入、加工の技術向上に関する

研修会並びに材料の購入等への補助を考えているところであります。 

 現在、町への処理加工施設の計画はありませんけれども、これまでの答弁や先ほど町長申し上

げましたとおり、団体、個人での施設整備に関する自発性によるところが大きいと考えますので、
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要望や計画等が上がってくれば、関係機関と連携を図りながら協議を進めまして、補助事業の導

入等をしていく体制には変わりはないと思っているところであります。 

 獣肉の資源として、その活用は全国的な課題でありまして、県内外多くの市町村で取り組まれ

ておりますので、獣肉の処理方法や処理施設、販路や担い手等の課題や事例につきましては、情

報を行いながら、その動向を見ながら進めていかなければと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  まず、昨日の本会議におかれまして、甲斐政國議長の諸般の報告、

議会活動報告にもございましたが、ことしの６月の２８日に農業委員会との意見交換が開催され

ております。そこで、農業委員会の方からも、個体数の減少は見られないという報告がございま

した。このことの重大さをまず申し上げたいというふうに思っております。 

 町長のほうから、今まで何度もこういった質問を受けているということでございますが、私自

身も久しぶりにこの鳥獣害対策について質問させていただくかなというふうに、今思っていると

ころでありますが。 

 今課長のほうからも御説明いただきまして、その答弁いただきましたことの内容については、

十分私も私なりに理解をしているところでございますが、現在、解体の処理施設がほぼ個人出資

により、町内でも１施設しかありません。では、そこで精肉販売も保健所の許可も受けて営業を

されておられます。おかげさまで、五ヶ瀬町内も許可施設ができておるために、多くの恩恵を受

けているというふうに私は思いますが、こうした一人の頑張りにつきまして、町長どう思われま

すか、お尋ねしたいというふうに思います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 秋本良一議員からの解体での処理施設が個人の施設のみということで、どう町長として思うか

という御質問でございます。 

 非常に、解体施設については、これまでも清和の施設の搬入とか、また延岡の施設もありまし

たし、またいろんな、今全国農業新聞を毎日購読すると、やはりジビエの活用というのが非常に

大きいと、毎回載っている部分があります。その中でも、きょう、再度読ませてもらう中で、個

人も当然ですけど、組織としてそういう施設を運営する事業拡大もできるよというのが、よく記

載されております。 

 そういった中で、この解体での個人施設については、非常にやはりその方に意欲も含めてあり

がたいということで、一昨年からできる範囲の県の事業活用しながら、先ほど農林課長からあり

ましたとおり、いろんなラベルをつくったり、それから機械を導入したり、そういう施設の助成
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をやっているところでございます。 

 そういった形で、当面やはりそういったきっかけが大事だと思っています。これをその全体の

施設で大きくするというのは、当然猟友会とかそれから捕獲班、猟友会のあり方の意見では、直

接私も会話していませんが、そういう処理施設はじゃないと、自分たちでやるという方もいらっ

しゃるとお聞きしております。 

 そういった中で、やはりそういった狩猟班とまた駆除班との合意形成をしながら、じゃこうい

うものをつくろうやというのが出てこないと、なかなか前に進めないのかなと思っております。 

 私からは以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  確かに、今答弁いただきましたが、やはり清和にあるような４,

０００万、５,０００万もかけて施設というのは、個体数、捕獲頭数からしても厳しいものでは

ないかなというふう、私もこれは認識しておるところであります。 

 ただ、今住民の人がやる気を持って施設をつくって営業されているという。ただ一つの、１施

設ではありますし、今後に私は非常に心配をしております。もし、今のところはありませんが、

もしこの方がいろんな諸事情でやめられるとしたら、健康的なことといったほうがいいかと思い

ますけれども、そうなったときに、ほかの人たちは、そこまでいっての利用は大変厳しいものが

あるというふうに思います。ただそうなってからでは、また五ヶ瀬町ではそういう施設がないよ

という。これは以前に余り言えないことですけれども、五ヶ瀬町に施設はないという話は、施設

のあるまちから、おたくのほうの耳に入っております、違反じゃないかと。ただ、そこはちょっ

と待ってくれ、今進めておるのでちょっと待ってくださいよということで、今五ヶ瀬町でも施設

ができました。おかげで、そういうのが最近耳に入ってこなくなってきたわけですけども。 

 先ほど町長のほうが話をされましたけれども、全体的で大きな施設は大変と思いますが、誰か

がするのを待つんじゃなくして、解体処理含めた施設を行政主導で、もっと深く入っていただい

て支援をするということについて、ぜひともお考えを、済みません、最度、質問になるかもしれ

ませんが、ぜひそういう考え方、将来に向けてお考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 再度、秋本良一議員からの、これは個人名出していいかわかりませんが、森本富喜夫さんが新

たな解体所の、個人の施設を始められたと。その利活用について、じゃあどういう実態かという

のは、まだ担当課から聞いておりませんが、非常に意欲とそれから利活用、加工品も次第に進ん

でいると聞いているところでございます。 

 また、中等教育学校の生徒と共同した、ジビエ料理のレシピ作成ということで、カッポジカで
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すか、そういった取り組みも１４区を中心に、これまでやられている。当然行政主導でやる面も

当然あるんですけど、最終的にやはり現場の狩猟者の意向を、やはりそれはもう行政主導で集ま

って、猟友会の話し合いとか有害対策協議会でもう少しやらなきゃいけないと思っていますが、

そういった中で、もう少し解体所のあり方については議論を進める必要があるのかなと思ってい

ます。 

 また一方、（セイワ）は熊本県側でありますので、かなり規模が大きいとお聞きしております

が、西臼杵圏域、フォレストピア圏域も、何かそういう世界農業遺産という冠をかぶったわけで

すから、そういったところでの取り組みも西臼杵の協議会もありますから、議論していく必要が

あるのかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  町長答弁の中で、西臼杵でもということでお話をいただきました

が、実際に日之影が御存じかと思いますけれども、解体処理場として肉販売も含めて許可をとら

れて、そして道の駅でジビエの料理も提供しているということでございます。 

 なかなか五ヶ瀬も、先ほど町長おっしゃったように、平成２５年ぐらいから、やらないかんじ

ゃないとということでいろいろと御意見、私だけじゃなくてほかの議員さんも、一般質問なりい

ろいろとお願いしてきていると思いますけども、今のところ五ヶ瀬町にしては、その住民の人の

頑張りを待つしかないというようなことでは非常に寂しいのかなというふうに、今思っておりま

す。 

 捕獲獣の解体処理とか精肉販売またその加工施設があれば、あるいはそのシカの角の加工をし

てのペットのおもちゃ、それからイノシシの牙のアクセサリー、また毛皮で太鼓の皮を作成して、

付加価値をつけて使有益を上げることによりやりがい、そして捕獲意欲の増進へのつながりが期

待できる。そして、資源としての活用に、また雇用にもつながるというふうに、私は思っており

ます。 

 太鼓の皮にしては、私どもの地域の特化で大変申しわけございませんが、神社での太鼓で神楽

を舞うときには、昔から牛の皮じゃなくしてシカの皮ということでやっております。ことしは、

先ほど町長のほうからお話ございましたが、少し補助をいただいて、それをつくるような予定で、

今進めておるところでございますが、非常に太鼓の鳴りの太鼓たたかれる人のはずみが全然違う

ということで、私は一つの地域の文化としてこれは取り上げていきたいと、今後シカの皮による

太鼓の皮の作成ということも頭に入れて取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 それから、これは一つの例でありますが、島根県の邑智郡の美郷町というところが、おおち山

くじら地域ブランドということで、いろいろやられております。私が今手元に、私どものほうで
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大変恐縮でありますけども、この眼鏡入れのケースとこの名刺入れのケースは、イノシシの皮で

なめしてつくられたものであります。非常に丈夫で、型崩れがしなくて、恐らく１０年、２０年

もつんじゃないかなというふうには思っております。 

 このところ、今おおち山くじらというイノシシのマークがついておりまして、これは学校、保

育所の当時の美郷町の保育所の跡地を有効利用しまして、ここで加工されております。加工され

ている人たちは、年齢が８０歳前後の方です。おばあちゃんというと、私の年齢からしますとお

母さんというのが近いかなと思いますが、そういう方たちが生きがいを持って、今進められてお

ります。そうしたことにもつながっていくんじゃないかなというふうに思っておりますので、ぜ

ひそうした加工施設というのも考えていただきたいと思いますし。 

 またこれ別ですけれども、加工、これ農林課長、毎月読んでいらっしゃるかなと思いますが、

ここの中の５９ページの中に、ジビエサテライトユニットということで、移動型の加工のバスと

いいますか、あれはもう２,０００万以上という話聞いていますけど、これじゃったら３５０万

ということで、水道施設とガス、電気があれば移動してそちらのほうで解体できますよというこ

とで、ここに載っております。大きさとしては畳４枚分の大きさだそうです。牽引車の許可があ

れば、牽引であちこち持って行って据えて使われるというなこともございますので、そうしたほ

うもひとつ購入されて、参考にされて、ぜひとも前向きに動いていただければというふうに思っ

ております。 

 また、高千穂で、ジビエの料理の関係ですけども、某ラーメン店の経営者でありますが、福岡

から高千穂に移住されてラーメン店を出されているといえば、もうぴんとこられる方がいらっし

ゃるかと思いますが、そこでイノシシ肉のチャーシューをつくって、今出しているということで

ございます。ぜひそういった方向で、私どもも非常に加工販売について苦労しているんだよとい

う話をいたしましたところ、無償でいいので協力いたしますという話をいただきました。 

 そこで、今度農林業振興祭が１１月の１０日にございます。この当日に、本当に長年、もう十

四、五年になるんですか、この農作物を食い荒らすシカ肉、イノシシ肉、これは生産者にとって

は、本当に憎らしいイノシシ、シカなんです。この料理をふるまいをこのジビエ料理をふるまう

予定というのは、特別に計画はできないものか。今聞いているところによりますと、その話は担

当のほうにお願いをしておりますけれども、特産品じゃない、五ヶ瀬の特産品じゃないので、一

律２万なら２万は出せますよという話は聞いておりますが、こういった鳥獣被害対策という、非

常に皆さんが困っている、しかも農林業振興祭に、もう少しそこのところ力を入れていただいて、

そしてその肉を実行委員会でしょうかが投入されて、こういう肉なんだよという、皆さん食べて

くれと、料理の仕方はさっき言ったシカカッポも一つの方法と思いますけど、町長さっき言って

いただきましたシカ加工の一つかなと思います。 
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 いろんなそういったことで、何とかジビエについて、このシカとイノシシについて、もう少し

地域で頑張っていかれるような、そういった考えを取り組んでいただきたいと思いますが、農業

振興祭について、そうした取り組みはできないかお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 秋本良一議員の農林業振興祭の中で、獣肉のふるまいができないかということでありますけれ

ども、お話のほうは、担当のほうから聞いておりまして、実行委員の内容を検討します庁舎内の

検討委員会のほうでも協議を進めているところです。基本的にはバザーといいますか、出店店舗

等につきまして、まだ現在調整中でありますので、その中での協議になっていくかと思います。 

 ジビエということもありまして、ふるまいとして祭りの中でのふるまいということで可能であ

ればということで、そこが一番うちのほうで気になっているところなんですけれども、特に問題

がなければ、有効活用ということで、ふるまいができればと思っているところでありますけれど

も、実行委員会の中で御意見を聞きながら、対応させていただきたいと思っておりますのでよろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。 

 実行委員会の中で検討していくということでございますが、出店される方がそれぞれの思いで

出店をされて、そして農業振興祭を盛り上げていこうという気持ちは、私もわかりますし、それ

は理解できますが、ただこういうときこそ、やはりもっと猟友会から、この振興祭に使うために

イノシシを１０キロなら１０キロ分けてくれよと、これは実行委員会が買うよというようなこと

を、そういうなことができないもんでしょうか。検討されていくということでありますけれども、

特別にこうした長年町内の農業、林業をされている人たちが、悩んで悩んで、半ば諦めもきてい

るんです。ただその被害が減ったということもございますけど、これ被害の減少の一つの中には、

もうつくってもつくり切らんわという、私は耕作放棄地の中には入っているんじゃないかという

ふうに思います。 

 ですから、長年こういった動きの中で、なぜ五ヶ瀬町は、五ヶ瀬町だけがというわけじゃない

ですけども、そうした方向に住民の意見を聞きながら、猟友会の意見を聞きながらというのも十

分わかりますけど、もう何年聞いてきておりますか。なぜここで一歩踏み出すことができないの

かというふうに私は思います。非常に残念なところもございます。 

 ぜひ農林課長、この点をよろしくお願いいたしまして、これは私一人の意見じゃないんです。

農業されている方、林業されている方、被害に遭われている方、いつもそう思っている、それが
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半ばもう諦めになってきているということを考えていただいて、ぜひそういうふうな形で、今度

の農業振興祭には、１つのテントは、そういうことで利用されますように、心からお願いをして

おきたいというふうに思います。 

 それから、鳥獣害対策協議会の会長が副町長さんになっていたかというふうに思っております

が、私もその中の一員でございましたが、この活動が私の記憶が間違いかもしれませんけど、一、

二年何かなかったような気がするんですが、その当時の話としては行政主導でのリーダーの育成、

町長のほうからもお話がございましたが、住民と猟友会、捕獲班との緊密な情報の共有というこ

とが、確か上がってきたような気がいたします。それについて、今の対策協議会としての会長と

してのお考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  副町長。 

○副町長（宮崎 信雄君）  副町長です。ただいまの秋本議員のほうから、対策協議会の会長とい

う立場での御質問をいただいたところでありますが、有害獣対策については、協議会につきまし

ては、御指摘があったように、２年間ぐらい、ちょっと開催されておりません。私のほうも、担

当課のほうにも、年に最低１回はいろんな関係機関、関係者との議論の場が必要だということで

させていただいていたんですけど、ちょっと勘違い、昨年は対策協議会ではなくて、捕獲班との

対策会議みたいな形で開催はさせていただいたところであります。ただ、対策協議会、捕獲のほ

うは、捕獲班との協議になりまして、いろいろ課題については議論させていただきましたけれど

も、いろんな獣肉の活用、あるいは後継者対策とか加工用品、なかなか議論ができていないとい

うのは十分理解しておりますので、今度しっかり事務局が農林課でありますので、そうした中で

年に１回は開催しながら、そういった分も含めて、話し合いをしていきたいと思っているところ

であります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。 

 先ほど申し上げましたように、私もそのうちの一員ですけ、会合には出させていただいており

ました。非常にその中での思い出しますと、猟友会の中でも捕獲される方の、レジャー的に狩猟

の免許を持っておられる方と、それから困っているからやっぱり捕獲しようというに思っておら

れる方、そのちょっと温度差というのがありまして、レジャー的な考えを持っておられる方につ

いては、いい時期にいい捕獲をしないといい肉がとれないと、そういった話もあって、非常にな

かなか温度差があっているなということを思ってきたわけでありますけれども。やっぱりそうな

ってくると、非常に捕獲班とか猟友会とかになってくると、もう何遍も何遍も、こうした議論を

してきていらっしゃる、協議会の中で。なので、私もできるかできないかわからん、提案として
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ですが、一般の人もそこに入れて、非常に困っている人、資格持っていない人、本当に農業者が

こんだけの被害があっているんだという、猟友会とか捕獲班じゃない人も中に選任していただい

て、そういう人たちを中に入れて、そしてやはりこれはもう行政が主導しなければ、民同士では

なかなか、もう相手の考え方わかっておるんだけどやり尽きたんで、非常に前に進むことが厳し

いのではないかなと、私は個人的にそういうふうに思っておりますので、そういったところを、

また１年に１回は対策協議会をやっていただくということでございますので、ひとつ今までの協

議会の内容を検討されて、進め方も考えられて進められていくのはどうかなというふうに、一応

これ提案としてありますので、そういうことでお願いしたいというふうに思っております。 

 それから、次にですけれども、有害鳥獣駆除員の増員が必要ではないかというふうに思います。

これ何でこういう質問をするかといいますと、再三１人じゃ少ないよと、今現在１人で対応され

ておりますけども、あちこちからの耕作地の被害が出たということで連絡がきているけども、追

いつかない状態ということだそうです。これほかの町村にもお尋ねしてみたりすると、本当に被

害額がそうないけれども３人おるよとか２人はおるよとかいうことを聞きます。これが五ヶ瀬町

は１人ということでございますが、これについて、なぜ１人なのか、これふやすことはできない

のか、それをお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 秋本良一議員の有害鳥獣捕獲作業員の件について答弁いたします。 

 現在１名ということであります。以前は現在秋山さんということで、今年度から指導員として

活動していただいておりますけども、これまでの経緯からしますと、行政側のほうからも指導員

２名ということで協議をされていた経緯があるとお聞きしております。課題的には猟友会等々の

狩猟される方との意見調整がなかなか厳しい面があり、現在１名という状況ということでお話は

伺っているところでありますけれども、そういった行政側としても検討はしてきているという状

況であります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。 

 今の課長のほうから答弁いただきました。いわゆる、ふやす増員ということについては、猟友

会のいろんな意見もあるということは、私もそれぞれからお聞きしております。ただ、これだけ

の被害があってこれがけ困っているのに、猟友会の方がそういうことだからということで、今の

状態で進めていくとしたら、行政困らんかもしれませんが、一番困るのは農家の方なんです。農

家の方が必死になって捕獲班に駆除員の方に電話をされるんです。そりゃそうでしょう、もう半



36 

 

年以上もかかって下ごしらえをして米を植えて、収穫時期の前になってイノシシが出てそれを荒

らしてみてください、たまったもんじゃないです。 

 ですから、そこのところも、さっきの協議会の会長のほうにもお願いいたしましたが、十分そ

このところは、私はその猟友会の温度差というのも私もわかります。だけど、農民のために町民

のために、これは行政が一歩進まないと、民間では進むことができないというふうに、私は思っ

ております。私どものほうできる限りのことは一生懸命やりたいというふうに思いますが、ぜひ

ともことし間に合わなければ、１２月に間に合わなければ、来年はぜひ捕獲班、駆除員を、ぜひ

増員ということでお願いしたいと思いますし、そこはもう、行政の強い姿勢で、私は猟友会のほ

うには説得すべきだというふうに思っております。そういう中で、お前も行ってやれと言われる

んであれば、私も当然一緒に行って、それは猟友会の中に入ってそういう説明をさせていただき

ます。一番困っているのは住民の人たちです、農家の方たちです。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 それから、最後になりますが、何遍か何遍か、このお話はさせていただいているかと、質問を

させていただいていると思いますけども、ライフル銃の狩猟ができない、有害駆除期間において

は。非常にそのところが、これが全国的にだめちゅうんなら、これは仕方ないと思いますけども、

宮崎だけがなぜできないのかという、これもいろんなところでこういった意見を出させていただ

いておりますけれども、何とかこのライフルの使用許可ということにつきまして、何とかできな

いものかなと。もちろん安全を考慮してのこととはわかりますけれども、そういうことについて

協議会としても何かの要望か何か、そういった方向の考えてないものでしょうか。町長、お願い

いたします。 

○議長（甲斐 政國君）  副町長。 

○副町長（宮崎 信雄君）  副町長です。 

 今、ただいまのライフル銃の関係の使用の関係ということでありますが、御存じのとおり、宮

崎県がライフル銃が使用ができないというふうになっております。これも以前からお話は伺いな

がら、県のほうでときどきお話はするんですけれども、これ警察関係ということで、なかなかそ

こ辺の調整ができなくて、ただ、こうした要望があったということを、また何かの機会に話をさ

せていただきながら、進めていきたいと思っておりますが、ただ、そのときはなかなか厳しいと

いうな状況であったということで聞いておりますので、そういったことで、こちらのほうがまた

機会があれば伝えていくということで考えております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  本日はいろいろとお願い、また状況の報告とかになったかという
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ふうに思っておりますが、そうなことで、きょういろいろ質問させていただきましたが、本当に

五ヶ瀬町として、町民のために何か鳥獣害のことにして、組織とかいろんな民間の団体とかがや

ればやるじゃなくして、ぜひとも行政主導型でやっていただくように節にお願いを申し上げまし

て、私の質問を終わらせていただきます。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員、御登壇願います。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  １番、佐藤成志です。 

 通告に従い、一般質問を行います。 

 質問事項、第１次産業プロジェクトチームの現在の進捗状況であります。 

 質問の要旨であります。重要課題である農林水産の衰退に歯どめをかけるために、第１次産業

プロジェクトチームを立ち上げ、取り組むとしていましたが、現在の進捗状況を伺います。また、

町長はこの問題解決をどのように進めたいのか伺います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 佐藤成志議員からの第１次産業プロジェクトチームの現在の進捗状況はという御質問につい

て、私のほうからお答えさせていただきます。 

 この第１次産業プロジェクトの立ち上げにつきましては、これまでも甲斐松男議員や、現議長

の甲斐政國議員からも御質問いただき、お答えしているところでございます。現状並びにこれか

らの進め方についてお答えさせていただきます。 

 第１次産業プロジェクトの基本的な考え方を再度整理させていただきますと、本町の基幹産業

であります農林業、農業、林業あわせて商工業の振興につきまして、人口減少対策としての地方

創生事業を進めるための最重要課題ということで取り上げ、進めさせております。 

 ただ、議員御存じのとおり、現在の農林業、商工業というな環境は、農業生産額や農家戸数の

推移を見ても、非常に危惧すべき状況であります。 

 また、先ほどの秋本良一議員から御質問がございました、有害鳥獣対策を初め、担い手対策、

さらには耕作放棄地対策といった、待ったなしの状況となっております。 

 このような中、非常に手を打たなきゃいけない重要な産業でありますが、その振興のためには、

先ほど同様、行政主導ではなく、その産業の主役である農林業者、商工業者の皆さん、とりわけ、

若手の皆さんが、本気になって知恵を出し合い、前に進んでいかなければ、絶対に解決しない課

題であると考えております。 

 特に先ほど申しましたとおり、次の世代を担う若い皆さん方と思っています。そのような考え

の中で、第１次産業に携わる若手の皆さんが、それぞれに自分の将来を描いて課題を議論できる



38 

 

プロジェクト、その場を立ち上げたいと考えているところでございます。 

 そのような中、本年度、五ヶ瀬町商工会青年部の皆さんが中心となって赤谷中央広場において、

五ヶ瀬祭を開催していただき、非常に盛り上がり、盛会のうちに終了し、いろんな方から、また

次もやってくれというお声もいただいたところであります。これも大きなヒントとなったところ

でございます。 

 一方、プロジェクトの立ち上げにつきましては、現状把握が前提となることから、農家の皆さ

んの意向調査を実施しますということで、これまで実施しながら８２.８６％の農家の皆さんの

回答をいただき、整理し上がったところでございます。今後は、ＪＡが実施された意向調査結果

も参考にさせていただきながら分析し、課題抽出をしなきゃいかんと考えております。 

 また、地方創生推進交付金を活用した宮崎大学との連携授業も利用する機会もありますので、

そちらの専門的な分野もそちらにお願いし、あわせて実施できないかと考えております。 

 既に、農林課、環境課への指示は、もう２年前から指示しながらともに進めておりますが、余

り無理して意味がないことをやっても効果が出ないということもありますので、あせることなく

内部で十分に検討しながら、先ほどからありましたとおり１１月１０日開催で進めています、第

２回目の農林業振興祭を一つの目標時期と捉えながら、プロジェクトの立ち上げを進めていきた

いと考えています。 

 私からは以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  １番、佐藤です。 

 今の町長の答弁でありましたことで、大体私の聞きたいところは出てきたんですけども、今度

は細部に当たって、少し質問させてもらいたいと思います。 

 アンケートの取りまとめができているということでありますが、アンケートの実施時期と取り

まとめの今の状況について、わかりましたらお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  佐藤成志議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 アンケート調査の状況でございますけれども、昨年の２月から３月にかけまして、１０アール

以上の農地を持たれている方を対象に意向調査を行っております。一応、意向調査の結果につき

ましては、質問事項に沿いまして人数の集計を行っておりまして、６月の農業委員会のほうには

協力していただいたので、先に数字的なものだけについては御報告をさせていただいているとこ

ろであります。 

 今現在、詳細についての集計といいますか、整理をしているところでありまして、先ほど町長

が答弁しましたように８２.８６％の回収率ということになっておるところであります。 
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 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  １番、佐藤です。 

 このアンケートは、各区公民館別ですか、それと集落別に取りまとめてあるんですか。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  現在、その作業を行っているところであります。なるべく集落的な

集計として、状況がわかるような形にまとめたいということで進めているところです。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  五ヶ瀬の場合、家族経営が主体でありますし、その中でまた複合

系、畜産をして稲作をして野菜をつくってという複合系、そしてまた農業もするし林業もすると

いう人たちがほとんどということですので、規模拡大にはおのずと限界が出てくるということで

ありますが、この規模拡大を含めて、今の現状について、アンケートからまだ調査結果が細部に

わたって検討されていないならどうしようもありませんけれども、これについてはどうお考えで

しょうか。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 規模拡大についての御質問ですけれども、基本的な考え方としましては、調査結果の中にも、

まだ詳細には出ておりませんけども、全体的には規模拡大したいという意向の方もいらっしゃい

ます。そういった方への農地集積のほうは進めなければいけないと思っておりますので、意欲的

な農家、担い手農家になる方々への農地集積は、図っていきたいと思っておるところであります。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  アンケートなんかは専業の方もいらっしゃいますし、兼業農家の

方もいらっしゃるかと思うんですが、この兼業農家の方たちの考えについての取りまとめという

かは何か出ていましたか。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 今、御質問いただきました兼業農家については意向につきましては、まだ把握していない状況

でありますので、調査の中で、具体的に確認しながらとなりますので、現在のところ把握してい

ないという状況であります。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  答弁の中で見えてくるのが、まだ取りまとめが十分にされていな
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いというのと、まだテーブルの上に、私たちに出すようなアンケートの取りまとめができていな

いというのが現状ではないかと思いますが、この町長の答弁の中にもありましたように、宮崎大

学において分析してもらっているというところがありますけれども、専門の方たちがするから、

非常にまた私たちと違った視点での分析が出てくるんではないかなとは思いますけれども、アン

ケートだけではわからない部分が出てくると思います。 

 この問題は、やはり五ヶ瀬町だけではなくて全国的な問題でありますし、もうずっと以前から

取り組んだ課題でもありますけど、国も県も五ヶ瀬町もですけども、補助金を出したり解決案を

出したり、いろんな対策を出していますけど、一向に改善が見られない、もう本当にどうしよう

もないということで、何か特効薬がほしいというような状態ですけれども、それでもやっぱり見

つからないという以上、これやはり、なぜかと私たちが自分に問うてみるんですけど、直接農林

業の人たちと差し迫った話をしていないんじゃないかなということです。私もシイタケ振興会の

会議に行きます。農業委員会の皆さんと話します。野菜部会にも行きます。畜産の人たちとも話

します。いろんな人たちと話をします。そして意見交換会もします。交流会もします。しかし、

その中で差し迫った話をしてくれるんですけれども、私たちがそれに十分応えていない。要は何

かっちゅったら、まだ人ごととして考え捉えている。多分皆さんも町長を初め、課長の皆さんた

ちも、全ていろんなところに行っていろんな町民の話を聞いて、そのときに、「わあ、大変です

ね」という話はしますけども、多分まだ現状として受けとめずに、なかなかいい話を聞いたなと

いうとこで帰ってしまう、じゃないところ、そこが問題かなと私はやはり思います。 

 このアンケート結果でわかることは、集落区もしくはその辺まで細部にわかれば、一番今大変

なところが、大変な地域がわかってくると思います。その一番の大変な地域から順に一つずつ問

題解決をできると。プロジェクトちゅうんが、どこまで踏み込んだ取り組みをできるかというの

かかっているんですが、どこまでプロジェクトチームを踏み込ませるかについては、町長はどう

お考えですか。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 佐藤成志議員からの今後の取り組みについての御質問にお答えいたします。 

 先ほども答弁させていただきましたが、非常に成志議員からありましたように、他人事として

捉えると、自分事として捉えていないんじゃないかというのが、常々我々行政職員の課題だと思

っております。 

 やはり既にいろんなことに対して、いろんな町民の皆さんと話を聞く、その中でそのときはし

っかり考えますが、やはりそれをどうやって自分事で捉えて、私だったらどうするよねという意

味で、自分から施策を打ち出すというのが大事なことだと思って、常々職員の皆さんには話しか
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けはしているところでございます。 

 この１次産業プロジェクトの進め方については、先ほど申しましたとおり、以前、（サイト）

農林課長の折から、早くやれよという形を農林課のほうには投げかけ、私も一緒にやるというこ

とで進めておりますが、やり方がなかなか頭に出てこないというのが原課の実情と思います。 

 そういうことでアンケートをとって、分析をしつつ、先ほど申しましたとおり１１月の１０日

に農林業振興祭を一つのきっかけとして、プロジェクトの立ち上げができないのかなと、私自身

は思っていて、それを今農林課に投げかけております。 

 また、前回もお話しましたとおり、県も精いっぱい一緒に知恵を出すということを言っていま

すので、日程があるかわかりませんが、県の幹部の皆さんにも来ていただいて、講演会をしつつ、

ちょっと農家の皆さんの意識醸成も図っていく必要があるのかなと思っているところでござい

ます。 

 そういった形でそのプロジェクトが立ち上げれば、ただ行政だけじゃなくて農家の皆さん、特

に若手の皆さんも入って、それぞれ地域を回るということで、その中で意見を、それぞれ自分事

として捉えながら議論しながら、ある程度何か明確な課題と対策をそこで見つけなければ、一般

的な国の制度事業を使ってやるという部分だけでは解決しない問題もたくさんあると思います。 

 先ほど規模拡大についても、基盤整備事業も、私はやりたくてたまらない。特に例の一番優良

農地の荻原、揚とか、あの地域をもう負担金をできる限り軽減できるような事業も大分、今つく

られていますから、そんなところに入り込みながら、やりましょうと。将来的にやはりここで農

業をするという人が生まれるならば、こういう環境をつくっておかなければいけないというよう

な思いで、やはりやっていかないと事業は進まないという思いを持っていますので、どこまでで

きるかわかりませんが、そういう流れで１１月１０日という一つの目標として進めたいなと思っ

ています。あとは、農林課現場の頑張りも必要ですけど、そういうところも含めて、ともに意向

調整しながら進めていければと思っております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  今の町長の思いについては聞きまして、やはり直接集落に行って、

もしくは国に行ってそういう地域に入って聞くのが一番いいという考えでありましょうから、こ

れをぜひ進めてもらえたらと、私もそう思います。直接行って、私はもうあと二、三年で、ちょ

っとこの農業を続けられないと、じゃ隣の集落、もしくは同じ地域の人たちに、「この人はこう

言っておられるが、あんたたちはどういうに考えておるね」って、「この人の田んぼを山を、あ

んたたちは管理しきんね」という話を、やはりひざを突き合わせて話をしたことによって、その

地域にいる人たちがその人たちに、その土地を借りて、じゃあ私が頑張ろうかというような意識
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になろうかと思いますので、そこまでやっぱり苦しい地域から先に入って、それを一つずつ詰め

ていってもらいたいと思います。 

 それと、この規模拡大も含めまして、いろんなことなんですけど、この農林業すると規模拡大、

隣の家の田んぼつくりますとか畑をつくりますってなったときに、それだけの価値があるかとい

うのが、やっぱり出てくるかと思うんですね、いわゆる経済価値が出てくるかということです。

経済的にも重要にすることが、その規模拡大に含まれてくる。やはりずっと続けたいとやり甲斐

が出てくる、規模も拡大もしたいというのには、経済的価値が出てくるという形、そのためには、

やはり６次産業とかいろんなもの、関係機関との取り組みを強化をして、このプロジェクトをぜ

ひ成功させたいということで、答弁もいただいておりますが、その中で、やはりこの６次産業を

含めた、いわゆる経済的に後押しができる体制が五ヶ瀬町または関係機関でできるのかどうか、

それも伺います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 佐藤成志議員からの、あわせた６次産業化の取り組みについての質問かと捉えて答えさせてい

ただきます。 

 ６次産業化については、それぞれ県もですけど、いろんな形で、特に女性の課の登用を含めて、

今動きが見られているところでございます。いろんな加工品を当然五ヶ瀬ワイナリーの町内産１

００％の、代表的な６次産業化の株式会社だと思ってやっておりますが、またそれとあわせて、

そういうのをやりますと、今度はやはり、何ですかね、ワインの余っている部分を有効活用とか

いった形で、今後また新たな取り組みも出てくるとお聞きしていますし。 

 非常に６次産業化、先ほどの有害鳥獣の話も関連してきますけど、獣肉の利活用というのも６

次産業化になってくるでしょうから、やらないかんというところは十分理解しています。 

 ただある程度目的があって、こういうことで利用できるとかいう販売できるとかいうのがない

と、ただ単なるに加工しても長く続かない部分であるでしょうから、そういったことも含めて、

６次産業化については、関係機関また農林課だけじゃなくて関係部署と連携しながら一つ一つ進

められるのかなと思っております。もう少し期間もいるのかなと思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  佐藤です。 

 ６次産業を進めるという形は、いわゆる今後の規模拡大とかいろんなことについて、どうして

もできなくなった隣の土地を自分たちで引き受けたことによって、それが経済的な効果が出たと

いうことで実感する、一つの手段だと思いますので、それをぜひやっぱりやりながらしていかな
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いと、ただ隣のおじさんのとこの田んぼやめらしたやつを５反引き受けましたと、したら得る先

も売っても大して金にならんということになったら、もうこういうことはしてあわんよねってい

うことで、規模拡大もできないし、隣の家の田んぼを引き受けることもできないということにな

れば、全然この問題の解決にはならないと思いますので、そこでやはりそこの引き受けた田んぼ、

やめらす人たちの分を引き受けた人たちの分をやった甲斐があるというとこを示してもらいた

いと、そしてその示す道筋を、やっぱり関係機関とともにやってもらいたいと考えております。 

 最後にですが、このアンケートを取りました、分析をしました、そしてプロジェクトチームを

つくりましたということでなりますが、このプロジェクトチームの中には、今の現在の課長の皆

さんたちが入るかと思いますけど、自分の家が農業をしている、もしくは農業していないけども

そういうのに携わっているというような含みで考えたときに、自分の家は私たちは定年退職をこ

の土地をどうやって守るんだ、どうやってするんだという考えがあろうかと思いますというのを、

素直にやはりプロジェクトチームのメンバーが全員で、そこの集落に行ったときに、私は定年退

職をしたらこうやって進めたいと思います、もう隣のおじさんがやめらすなら、隣の集落の人が

やめらすなら、うちの親戚の人がやめらすなら、私は引き受けてやりたいと思いますよというよ

うなそういうような意見も、その集落に行って話をしながらやるというプロジェクトチームの人

たちが、やはり自分たちの問題だという考えで動いてもらうというのが大切だと思いますので、

最後ですが、このプロジェクトチームに本腰を入れてもらうために、喝を入れるために、町長が

この意気込みを再度、先ほども聞きましたけど、伺って終わりたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 佐藤成志議員から、激励、元気ある御意見賜り、やらないかんと思っているところでございま

す。関連して、やはり先ほど言われました担い手対策と農地の問題、人・農地プランというのが、

やはり国もですけども県もですけど、今からどうするということの大きな課題に。特にこの中山

間地域については、先ほど全てが広い農地じゃなくて、迫田とか、もう山に返したほうがいいん

じゃないかという農地もある部分もございますので、そういう農地と人のかかわりを整理してい

くというのが同時並行やっているんです。 

 かつ、中山間地域直接支払い制度も、次なる動きで来年動きだすということでございますので、

そういう農地と人の対策をあわせてやりたいなって、このプロジェクトチームの。今までやはり

集落ごとに、先ほど申し上げた、自分とこはこうつくっとって、もう何年後には担い手がおらん

なる。やはり誰かに農地を集積しなきゃいかん、農地中間管理事業でうまくのせて貸しつつ借り

つつ、中山間地ですから少しなりの手当が入ってくるようなシステムを目指さなきゃいけないと

いうのがありますので、まずは、そういう人・農地プラン、それから中山間直接支払制度、多面
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的機能支払制度を含めて、プロジェクトチームで、やはり若い人たちが中心となって、集落で議

論するようなシステムができればいいなと思っています。ただこれは、人が動くことですから、

その人がどう考えてどう行動するかということになりますので、それを我々がどう話をするかと

いうことになりますので、そういうののきっかけづくりが農林業振興祭とか、みんなで腹を割っ

て議論する場所だと思いますので、そういうところをしっかり通じて、意識変革というかな、そ

ういうこともしつつ、何とか動きを見せたいということで、引き続き私自身が先頭に立ってやら

せていただこうと思っております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  それではここで、暫時休憩といたします。 

 ここの会場の時計で１５分から再開いたします。 

午前11時05分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時14分再開 

○議長（甲斐 政國君）  休憩を閉じ、開会いたします。 

 次に、７番、小笠まゆみ議員、御登壇願います。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  ７番、小笠まゆみでございます。通告に従い、一般質問を行いま

す。質問事項は森林関係について、その中で森林環境譲与税の活用に関すること、質問の要旨、 

①町有林の今後について、伐採、再造林計画はどうなっているのか伺いたい。 

 ②スキー場周辺の国有林について払い下げの考えはないかを伺いたい。 

 ③森林環境譲与税の活用の方向性について、見込みを伺いたい。 

 それでは最初に、①のほうから答弁をお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 小笠まゆみ議員からの、森林環境譲与税の活用に関します御質問にお答えします。 

 まず最初に、森林環境税並びに森林環境譲与税について、再度整理をさせていただきたいと思

います。 

 森林環境税につきましては、森林の有する地球温暖化防止や災害防止、国土保全、水源涵養等

の公益的な機能を将来的に確保するために、適切な森林の整理、保全が必要条件であるというこ

とから、平成３１年度税制改正により、国税として国民から税を徴収する森林環境税と、これを

森林の整備等に使う森林環境譲与税が創設されたということでございます。 

 一方、森林経営管理法の制定を受け、今年度４月より新たな森林経営管理整備がスタートし、

経営管理が行われていない森林については、市町村が仲介役となり、森林所有者と林業経営者を
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つなぐシステムを構築させ、担い手を探すということになりました。あわせて、林業経営に適さ

ない森林については、市町村みずからが管理するということになった次第でございます。 

 そしてこのような市町村が行う公的な管理として、森林整備や仲介役としての所有者の意向調

査や境界確定、人材育成、担い手確保などのこのシステムを円滑に機能させるための取り組みに

必要な財源として、森林環境譲与税を充てることとされております。 

 譲与基準につきましては、私有林、人工林面積が５０％、林業就業者数が２０％、人口数が３

０％となっており、五ヶ瀬町の場合、今年度が約１,９００万円、そして１５年後には約６,３０

０万円と段階的にふえていく仕組みとなっているようでございます。 

 それでは、小笠まゆみ議員から３つの質問がありますが、まず町有林の今後の伐採、再造林計

画については、具体的な計画と担当課長の総務課長から、また２点目のスキー場周辺の国有林に

ついての払い下げの考えはないのかにつきましては私のほうから、また３点目の森林環境譲与税

の活用の方向性についてはは担当課長の農林課長から、それぞれ答弁をさせていただきます。ど

うかよろしくお願いします。それでは、総務課長からお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  総務課長。 

○総務課長（戸高 勝洋君）  総務課長です。 

 小笠まゆみ議員の質問の要旨①町有林の今後について、伐採再造林計画がどうなっているかに

ついてお答えいたします。 

 まず、町有林の現状でございますが、町有林の面積が現在１,０１０ヘクタールほどございま

す。立木蓄積量が１３万８,０００立米ほどございます。 

 今後、町有林の利活用についてでございますが、まずすぐに必要であろうというものに、役場

新庁舎への町有林材の活用が出てくるかと思っております。この新庁舎の町有林材の活用であり

ますが、実施設計が今後行われますので、実施設計によります材積の決定が行われましたら、す

ぐに伐採、乾燥、製材が必要になってくると思っております。 

 この庁舎に使います伐採予定箇所の決定につきましては、予定箇所としましては、担当課とし

ては小川町有林でありますとか、上赤町有林、尾平町有林を考えているところでございます。 

 その他、直営管理分も含めまして、伐期適齢期が到来している町有林というものもございます

ので、６０年以上のものを考えておりますが、そういった町有林の間伐あるいは主伐による販売

によりまして、財政面の財源確保も必要になってくるかと考えております。 

 再造林計画でございますが、現在町有林につきましては、間伐を主に行ってきておりますので、

余り皆伐した山林というのはございませんが、ただ一部分衆林に皆伐したとこがございますが、

平成２８年度に小長谷分衆林ですが、そこ皆伐しておりますが、そこについては現在のところ、

再造林計画はございません。この後、皆伐とした町有林が出てくる場合には、都度再造林計画を
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行っていく必要があるというふうには考えております。 

 以上であります。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  久しぶりの一般質問ということで、昨夜もほとんど眠れず状態で

というような、以外に自分が小心者だなというのを実感してのこの場でございますが、本題、森

林関係についてということで質問事項を考えておりました。ちょっと手違いも思い違いもあって、

タイトルが森林環境譲与税の活用に関することという中で、①②③というふうになっております

けれども、①②は③に持っていくための関連質問というような形で受けとめていただいたほうが

いいのかなというふうには考えております。 

 実は私、県が行いました下刈りが困難な地域に対して、農薬の散布をしたとそういうことをき

っかけで自主的に研修をさせていただいたという経緯がございます。また、１０月頭には、四国

のほうから講師も置いていただくということでございますが、林活のほうですね、そちらのほう

でも研修にも行きましたけれども、自伐型の林業の勉強というものもさせていただきたいなとい

うふうに考えている状況でございます。 

 町有林の今後についてということで、これまでは間伐を主にやってきていると、私は最初、こ

の質問を考えたときに、例えば１０地区があったときに、１つを皆伐して再造林を行って伐採し

た木をお金にかえて、何がしかの町の財源に充当すると、そしてその皆伐したところに再造林を

するということは、次世代の財産を、またそこで築き始めることができる、そういう考えでおり

ました。次のというか、次の年にとかいうことじゃない、次の機会にまた今度は２番目のところ

を皆伐して、また再造林をして、次世代の財産を築いていく。そして、切った木のお金は、また

教育なり福祉なりという部分にも使途を広げて、財源として使っていく、そういう手法ととって

いくのも地方交付税に頼っている我々のような小さな自治体は必要なことではないかなという

考えを最初持っておりました。しかしその間伐という部分をしっかりと行っていくことによって、

山を守るということが非常に大切な作業なんだ間伐が大切な作業だということを知ったと。 

 最近が異常気象によると思われる豪雨が、全国各地で災害を引き起こしておりますけれども、

皆伐をしたところ、そこが土砂の流出とか土壌侵食といった、災害の非常に大きい起因となって

いるとこういう話もあります。そういうことから、全てを皆伐したりとか、そういうことではな

くて、しっかりと山を守り、国土を守るという部分では、間伐を行っていって、間伐を行った部

分に関して、また何がしかの方策をとっていくというような形をしていったほうが、山がきちん

と維持管理されていき、また次世代にきちんとした財産を残していけることになるんだなとこう

いうふうにも感じたところでした。 

 ただ今、山林の従事者、私が県からいただいた情報によると、昭和５０年には林業従事者が８,
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５００人で高齢化率は５％程度だったそうです。それが平成２７年度には、林業従事者が２,２

００人程度になり、高齢化が２３％になっているということで、４人に１人が６５歳を超えてい

るという現状が現場にあるということも伺っております。 

 そういう流れから、再造林をするに当たって、下刈りとか、それから獣害対策とか植栽とか、

そういう部分での人的な負担というものが、今後かさんでいくということもあって、県では農薬

散布のほうを、下刈り等森林作業者省力化実証事業というものを利用して、実験的に行ったとい

うことを聞いております。 

 今後、最近国道通って高千穂に行くときに、歩道のほうに枯れた草がある、あれは当然農薬散

布をした。草刈りをする要は人間が確保できないということで、試験的に農薬散布を行いました

というふうに市長のほうからもお話を伺っておりますけど、それと同様、山も苗が草から頭を伐

採すれば、その勢いで伸びていくというようなお話を伺っているんですが、その草の高さを低く

する、成長をおくらせる、そういう農薬の散布というものもやっていくというようなお話を聞い

ております。そういったことは、我が町にも同じように言えることではないかなというふうに思

っているんですが、ここでもやはり人材を確保する、育成していく、町有林もまた民有林だけで

はなくて、手入れをしていく上に、この譲与税という部分の活用を、やっぱりしっかりとやって

いくべきではないかなというように思っております。 

 町有林というものは、全国的にもそうですけど、もっともっとモデル林となるような面積がふ

えていくように、今後しっかりとした手入れを行っていただきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 新庁舎への活用は積極的に行っていくということは、本当に大変、山のまちとしてはいいこと

ではないかなというふうに思っております。今後、材積とかどの部分に使用する計画になるのか

ということも、確定をした後にはお知らせいただくとありがたいと思っています。 

 町有林の今後の活用という部分については、今後も計画的に行って、間伐を行っていくという

ことでありますけれども、もし主伐、皆伐それを行わなければならないような山林というものが

あったときには、自然林に戻したほうがいいという判断をされたところに関してだけ主伐、皆伐

をされていくような計画を組んでいただくとありがたいのかなというふうに考えているところ

であります。 

 最後の質問というのは３番目のところでお願いをしたいと思いますので、次にスキー場周辺の

国有林の払い下げの考えについて答弁をお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 先ほど小笠まゆみ議員からありましたとおり、スキー場周辺の国有林については、直接森林環
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境税とは関係ございませんが、関連するということで、特にスキー場の今後のあり方も含めての

質問かなという形で、私のほうから答弁させていただきます。 

 現在、国のほうから借り上げて、町としてスキー場利活用している用地につきましては、約９.

９３ヘクタール、また借り受け区域にある飛び地を含む周辺の小班単位では、約３１.９３ヘク

タールになるものと認識しております。また、現在の年間の借地料は約１３０万円で、スキー場

開設当初の段階と比較しますと、大きく下がっているとこでございます。 

 議員御指摘のスキー場周辺の国有林についての国からの払い下げにつきましては、これまでも

議会の中でも、また個人的にも意見交換をさせていただいているところでございます。このこと

は、誰もが五ヶ瀬ハイランドスキー場のこれからを心配してのことであると思いますし、私自身

もこれまでそれぞれの機関とも情報を交換をさせていただきながら、あり方を私なりに整理して

きたとこでございます。確かにスキー場継続していくにしても廃止することになっても、またス

キー場以外の用途に活用するにしろ、町有地となった場合は、さまざまな対応ができるものかと

思います。ただ九州脊梁山地の中にある向坂山周辺の山林を町自体で管理していくことは、非常

に厳しいことではないかと考えております。現在でも、パーキングセンターからスキー場を連絡

する管理道路についても、宮崎北部森林管理者のほうで主体的に管理していただきながら、森林

管理署のほうとも良好な関係を築きながら管理できているところでございます。 

 一方、宮崎県から天然記念物の指定を受けています、白岩山石灰岩峰植物群落の周辺に位置す

るという条件もありますことから、シカ等の有害鳥獣対策も大きな課題となっております。 

 このように現段階での国有地払い下げの目的を明確に捉えることができない以上、払い下げの

方向に歩を進めることは難しいのかなと考えているところでございます。 

 私からは以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  町長がおっしゃることは、わからないでもないんですが、このタ

イトルは環境譲与税とは関係ないというような感じに受けとめられますけど、中身というのは、

そこを活用していけばいいのではないかなというような部分で、御提案も含めた私なりの考えと

いうものをお伝えしたいと思うんですが、目的が明確に捉えられないという御発言ですけれども、

今町長の発言の中にあったようなことが目的でいいんじゃないでしょうかという思いがありま

す。 

 スキー場の経営を今後どうするかというのは、もう自然相手の仕事ですので、どの土地にどう

いった判断をくだすのかと、本当になかなかはっきりとわかることでもなく、またその時期がい

つなのかということもわかるわけでもなく、というところであれば、きちんとした営業を行って

いく、あの山で材を築いていくというところを考えると、町有林をしっかりと払い下げをしてい
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ただき、町有林じゃない国有林をですね、払い下げをしていただき、森林管理署のほうには、本

当にスピード感ある対応をしていただき、また有効的にうちのスキー場にも応援に来ていただき

という部分で、感謝の一言に尽きますけれども。 

 夏場の利用という部分が、やはり外部からもこの前スキー場のＣＭ関係のプレゼンにおいでに

なった会社からも、夏場の利用をという話が出てきましたけれども、夏場の利用をするというこ

とになると、今の現状では厳しい部分がたくさんあるのではないかなと思っております。 

 管理道、関係者以外立ち入り禁止となっているところにスキーセンターまで上がるというよう

なことが、いつでもだれでもできるのかというと、それは規制があるんだろうというふうに思っ

ておりますし、町が管理することによって、今の砂利道を舗装にしていただくとか、危険箇所に

ガードレールを設置していくとか、それからのり面の保護をやっていく、水確保の工事もやって

いく、こういったものが円滑にできて、建設業の方々の仕事も、今後確保できると。 

 それから、オートキャンプ場にしたりとか、ドローンを飛ばす場所にしたり、今国有林である

がために、不可能という返事をいただいておりますコーチトレーニングコースを設置するとか、

遊歩道を設置するとか、星空の観察をするとか、いろんな意味で活用ができていいくんじゃない

かなというふうにも思いますし、こういう場で発言すべきことではないのかもしれませんけれど

も、国有林であればスキー場をクローズしたときに、何年間の計画でどういった形でもとの山に

戻すのかというところの制限というものが発生するんじゃないかと思うんですけれども、それが

町有林にしておくことで、長いスパンで計画的にもとの山に戻すということもできるのじゃない

かというふうに考えているところであります。こういったものをやっていくためにも、やはり人

材を確保していくとか、思い切った対応をやっていくということが必要であり、それが森林関係

に関する財源安定的に確保できる譲与税をその中で活用するということができないかと考えて

いるわけです。 

 また、先ほど秋本議員のほうの話でありましたけど、有害鳥獣の関係について、前、国有林に

逃げたときには入り込んで打つっていうことができんとたいのっていう話も伺ったことがある

んですが、それが今でもそうなのかということも確認はしなければなりませんけれども、そうい

った場所の１２区もしっかりと活用できていくんじゃないかというふうにも考えたところです。 

 １問目と同じように、また３番目のところで質問に関係させていただきますので、３番目の答

弁をお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 小笠まゆみ議員の御質問の森林環境保全の活用の方向性、見込みについてということにつきま

して、現状を踏まえて基本的な考えを答弁させていただきます。 
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 現在の状況としましては、町の体制整備としまして森林所有者の意向調査の事前調査を行うこ

ととしておりまして、委託先の森林組合と委託契約を済ませたところであります。事前調査票の

内容につきましては協議中でありまして、調査期間の予定としましては１１月から１２月にかけ

て事前調査票が森林所有者のほうに配布されまして、正月にかけて帰省される御家族とも協議が

できるようにしたいと考えているところであります。その後、提出していただきまして、年度末

までに集計作業を行っていく予定であります。 

 また、５年ごとに行われます林地台帳システムのデータの更新や、地籍調査データ及び林小班、

航空写真との整合性を図りながら、さらには事前調査の結果により把握しました森林所有者の状

況を入力しまして、システムの明確化を図り、制度の向上を図っていきたいと考えているところ

であります。 

 それから、担い手の育成としましては、西臼杵の林業振興の中心的機関であります、西臼杵林

業振興協議会の負担金として、また、木材利用としましては、森林バイオマスの利用促進という

ことで、温泉施設の木地屋に設置しました薪ボイラーの薪製造経費の支援を行います。このこと

によりまして、多数の方々が木質バイオマス利用に取り組め、薪ボイラーの安定稼働はもとより、

林地残材等の利用が図られると考えているところであります。 

 以上のとおり、今年度の使途事業につきましては、町の体制整備、担い手の育成、木材利用と

して使用し、その他の譲与税につきましては基金積立金として次年度以降に活用することとして

おるところであります。 

 今後の森林環境譲与税の使途事業等の基本的な考えにつきましては、今年度実施する事前調査

や次年度以降に行います意向調査の結果を参考にさせていただくとともに、３０年度に山会議に

おいて森林環境譲与税に対する意見をいただいておりますので、その意見をどのように行ってい

くのか、議論をしながら協議を進めていきたいと考えているところであります。 

 なお、宮崎県等の主体による意見交換会等にも担当課にて参加するなど、情報収集を行ってい

るところでありますが、県や他の市町村からの先進的な使途事業につきましても情報を集めまし

て、譲与税の使途事業への有効活用を図っていきたいと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  今年度、一部だけ使って、そして３００万円程度でしたか、基金

のほうに積み立てて次年度へと、ということであれば、次年度が今度はまた金額がふえていくと

いうようなことになるので、他の地域の活用を参考にしたいとか聞きたいとかいう前に、うちが

積極的に意欲的にそれを活用していくというようなスピード感を持った対応というのを、この１

１月、１２月にかけて行うアンケート調査の中から見出してほしいなというふうに思います。 
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 また、本当に、佐藤成志議員の質問の中にもありましたように、農地を今後どうしていくのか

とか、私は常々言っておりますけど、１０年後の未来をどう考えるのか。やはり、そこあたりを

正月とかお盆とか、そういう部分で帰省された御家族の方と協議をしていただくよいタイミング

というふうにも捉えますので、ぜひとも有効な結果が出るようなアンケート内容という部分を実

施していただきたいと思います。 

 この税によって、森林整備に地域の安定的な財源が確保されることは、さまざまな森林の公益

的機能の発揮を通じて、地域住民や国民全体の安心・安全の確保につながるとともに、地域の安

定的な雇用の創出など地域活性にも大きく寄与するものであるということが、譲与税の部分で書

き込まれております。 

 町長のほうからおっしゃいましたように、令和１５年には予定しております６００億という財

源が国のほうで確保されて、我が町にもその流れが６,３００万円程度に入ってくると。これだ

けの財源を山に打ち込む。また、今までやってたものがそのままということではなくて、この財

源があったからこういうことができたんだということがしっかりと報告できるような内容にし

てほしいということを、議会で国のほうに要望に行ったときに御意見を国の職員のほうからいた

だいたわけですが、本当に一体どんなことをすればいいのかという部分では、人材確保とか、そ

ういった部分っていうのが一番手っ取り早い内容なのかもしれませんけれども、それだけでなく、

この税という部分をしっかりと活用していって、もともと山に住んでいるからこそという部分を

町、五ヶ瀬らしさという部分で発信していっていただきたいなというふうに考えております。 

 これまでの質問を総合的に捉えまして、山林を守るということは国土を守る、水涵養機能を保

持していくという捉えをしっかりと持っていかなければならないというふうに思っています。 

 山に住んでいる我々にとっては、山の産業っていうのは、これから素材生産量日本一と言って

いますけど、私はそれがいいのかどうかっていうのを疑問に思っていまして、それだけ山を切っ

ているということで、あとは一体どうなるのという話なんですが、今後、本当にどんどん伐採が

進んでいくということは、この企業にとっては、林業という生業にとっては発展していくところ

でもあると。それにあわせて、林業というのは非常に危険な仕事ということもしっかりと認識を

しなければならないということ。 

 それから、西臼杵支庁の林務担当の情熱的な職員の方がいらっしゃいますけど、高校生を対象

にした意向調査で、将来的な職業が林業という部分が一切なかった子供たちが、林業を知るとい

うことで林業を選択肢に捉えているということが男性よりも女子生徒のほうに数が多かったと

いうような現状も伺っております。そういったところで、しっかりと子供たちにも教育をしてい

かなければならないということで。 

 まず、専門的な知識。これは森林組合という組織がありますので、そこを通じてという部分は
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当然あるでしょうが、これから先発展していく可能性が非常に多く、これだけの財源を長きにわ

たって受けとめていくということであれば、やはり、職員にも林業に専門性を持たせる必要があ

るのではないかなというふうに思っております。 

 私は、林業大学校が大変気に入りまして、１年間に１６の資格がとれて、たしか月１２万５,

０００円程度のお金がわたるということもある。非常にあそこに行っていろんなこと、私でさえ

体験をさせていただいたんですが、そういうことも含めて職員を研修に派遣する。もしくは、研

修に行ってそういう資格を持った見識のあるという人材を採用するということも必要になって

くるのではないかなと考えているところです。 

 町長、お考えをお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。 

 小笠議員から先進的な取り組み、例えば、役場職員で林業の専門性を身につかせるための一つ

の研修として、林業大学校の活用も考えられるんじゃないかと。非常に私もいい考えだなと思っ

ています。ただ、林業大学校も受け入れ体制が当然あるわけですから、同じこういった中山間地

域、山を抱えているところの自治体職員がそれぞれに専門性がいるものだと思っています。 

 ということで、宮崎県町村会の中でも、会長が西米良定藏、西米良村長ですけど、やはりそう

いった地域で悩んでいる首長さんもいらっしゃいますので、その辺もまた意見交換しながら林業

大学校自体がそういう受け入れができるという体制が組織的に確立していただければ、毎年は厳

しいかもしれませんけど、短期間の研修等には積極的に参加させてもらうのは本当にいいことじ

ゃないかなと思っております。 

 私からは以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  １年間、キャンパスのほうに通うと、こういうことは職員という

部分では厳しいのかもしれません。ただ、そこは研修施設というものがございますので、短期研

修というのを数を重ねるということも一つのやり方ではないかなというふうに思います。山を抱

えている自治体も、職員を専門性を持たせるためにも、ぜひ検討していただけるとありがたいと

思います。 

 あと、特用林産物といわれますシイタケをはじめとするキノコ類、それから、うるいとかワサ

ビ、ゼンマイ、ワラビなどの山菜類、クリ、クルミ、銀杏などの果実類、それから薬用植物、竹

類、木炭類、サカキなどの特用樹類という部分が特用林産物という位置づけをされているわけで

すが、五ヶ瀬こそ、この山菜類とかシイタケはもちろんですけど、ある程度高齢化になってもそ

ういった作業ができる、今はゼンマイなんかは採る人がいなくなって中国から輸入されている、
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港に置かれているゼンマイなんか見るものじゃないよって言われたこともありますが、そういっ

たものはうちの町にはあるわけですから、これをやっぱり一つの産業として、こういった特用林

産物をつくり立てていく。もともとあるものをもっと大きく表に出していくというような考えも

必要ではないかなというふうに思います。 

 農林課長、そのあたり、どんなふうに考えられますか。御意見お願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  農林課長。 

○農林課長（廣本 憲史君）  農林課長です。 

 ただいまの特用林産物に対する考え方でありますけれども、シイタケ等につきましては御承知

のとおりの産業の振興ということで、補助事業を活用しながら行っているところであります。 

 今ありました山菜とか竹とか木炭についてもなんですが、ゼンマイとか、本当、最近は採りに

行かれる方も少なく、田んぼとかに行きますとそのままの状況を見かけるところであります。う

ちの嫁の母は、毎年、ゼンマイを採って出荷をしているところでありますけれども、取引先は個

人的にもあるのかなと、引き合いがある話も聞いているところであります。議員がおっしゃられ

たとおり、山菜の活用につきましては貴重な資源として今後、検討していって、一つの産業とし

てつながるような方向で進めていくべきかなと考えるところであります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  百貨店でうるいの葉っぱが３０センチぐらい、葉っぱが少し開い

たような状態のものが４００円近い値段で、３本で、売ってありました。うるいというものは、

一回放置しておいても、また次の年にはしっかりと根を張り広げていって収穫ができていくとい

うものであります。春の桜の時期に多くの方々がうるいを求めてお見えになっているというのも

ありますので、そういったものもしっかりと一つの産業としてやっていくべきではないかなとい

うふうに考えています。そういった部分にも譲与税がもし活用できるのであれば、ぜひとも、そ

の目をもってお願いをしたいなというふうに思っています。 

 次なんですが、今、再造林の話をしておりますけれども、宮崎県は苗をつくる、苗の生産量は

非常に多いんですが、最近は宮崎県内でも、ある地域については不足していて大分側からとると

か、大分のほうが不足しているので宮崎県から苗木を買うとか、苗木が九州管内、特に行き来を

しているようであります。そういった部分で、やはり、この時期、伐採が進んでいくどこの山を

見ても、はげ山という表現がいいのかわかりませんが、そういうものが目につくようになってき

て、当然、それは再造林と結びつけられて、苗が不足している。であるならば、杉苗つくればい

いっちゃないとって単純に考えているわけであります。 

 コンテナ杉苗というのが、非常に有効的。根を横に張らさずに縦に根をもっていかせるという
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のがありますので、非常に植栽に活用できるということなので、このコンテナ杉苗の生産に関し

ても、状況を見てのことではありますが支援を行ってやっていくべきではないかなと。これは、

もう本当に森林環境譲与税というものがしっかり活用できるのではないかと思っておりますの

で、今後も特用林産物と同様に心にとめていただき、活用していただくとありがたいなと思いま

す。 

 実は、木育というのが非常に大切だということを、高千穂高校の生徒をそういう林業に将来従

事していこうかという気持ちにさせたというところの一つとしても、木育というものがしっかり

と結果を出してきているということがあります。 

 教育長、高校生に、うちの子供たちって中学３年のときに自分が将来何になりたいかというの

をある程度心に持って、目的のある高校へ進学していくという子供たちが多いと思います。だか

ら、高千穂高校でそういう実証、実験的なもの、調査をしたということもありますが、そこじゃ

時既に遅いのかなというところもありますので、ぜひとも、この木育を利用して、例えば林業大

学校のほうでドローンを飛ばしたりとか、重機を運転したり、杉苗をつくる作業をしたり、種ご

まを打ったりとか、いろんな体験ができるんです。 

 なので、林業センターのほうに小学生五、六年生でもいいんですが、研修という部分で今回は

こっちにしてみようかみたいな何かタイミングがあれば、ぜひ子供たちに林業という仕事が今、

昔と違って機械化が進んでおりますし、意外とかっこいい仕事というふうにして山師という部分

が捉えられているところでもありますので、そういった意味も含めて、将来の仕事の選択肢の一

つとして林業という部分を子供たちに体感してもらうために、木育であったり、研修センターへ

の研修であったりということを今後考えていっていただきたいなと思いますので、御意見を伺わ

せてください。 

○議長（甲斐 政國君）  教育長。 

○教育長（猪野 貴一君）  教育長です。 

 ちょっと内容になかったものですから、十分な答えはできないかと思うんですが、おっしゃる

とおり、子供たちにキャリア教育という形でさまざまな職業観を持って、特に五ヶ瀬の大自然、

そして、そこに根づく農業、林業、これを視野に持った教育課程というものをグランドビジョン

として、やはり保育所から中学校までのばしていっているという現状で、現在、つくっておりま

す。 

 農産物については、もう御存じかと思いますが、知っているのかどうかということでちょっと

意見があったんですが、ことし、木育について西臼杵支庁の協力を得て、原田家のお庭をお借り

して、どんな木材がとれるのかと、それを使ってどういう加工物ができるのかというようなこと

を５、６年生を対象に本年夏７月だったと思いますが、行ったところでございます。これについ
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て、やはり子供たちも実際知らなかったことを多く知ったということもありますし、手に取って

木材というものを体感できたというようなことを聞いております。私も実際、見ておりますが、

そういうことができておりますので、また今後、機会をとおして今の教育課程の中に位置づけて

いくというような、なかなか過密な中で難しいとは思いますが、チャンスをつかみながら木育と

いうものも考えていきたいなと思ったところでございます。 

 十分ではございませんが、以上でございます。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  実際に木育が行われていたと、支庁の小川さんだと思うんですけ

れども、非常に熱い方で、夜は五ヶ瀬で女性を対象にウッドフラワー、そういったものをつくる

というようなこともやっていらっしゃいます。こういうのが本当にいいきっかけになると思うん

です。人材を確保する、雇用の場を創出する、そういった部分で木育を受けている、受けていな

いというのは大きな差が出てくると思いますので、この件も今後、引き続きよくなっていただく

とありがたいです。 

 この税に関しましては、５年後、１０年後の現状を見つめて、今、しっかりとアンケートの内

容もつくっていただいて活用していただきたいなというふうに思っています。 

 これから先、ドローンを飛ばしてどうのこうのという話もありますが、どんなにＩＴ化が進ん

でいこうと人あってのものというところで、計画的な人材育成をして雇用の場の創出をし、山の

恵みの恩恵を有効にしていただけるように希望します。 

 また、間伐の継続により、山の手入れ、山を守るという山の資源を最大限に活用すること、木

育などを含めた人材を育てること、山のまちである認識を深めて山に関する政策を明確にしてい

ただきたいと思っております。 

 山に対する思いをしっかりと執行側、また町民、共有をさせていただいて、この税を本当に意

義あるものに活用していただくことを希望して、ちょっとジャブ程度の質問になりましたが、質

問を終わらせていただきます。 

○議長（甲斐 政國君）  これで、一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 次回は、９月１０日、午後２時から開会しますので、定刻までに御参集ください。 

 御苦労さまでした。 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午後０時02分散会 

────────────────────────────── 
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午後１時59分開議 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出席議員は７名です。８番、甲斐啓裕議員から会議規則第２条第１項に基づき、欠席届

が提出されました。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第４８号 

日程第２．議案第４９号 

日程第３．議案第５０号 

日程第４．議案第５１号 

日程第５．議案第５２号 

日程第６．議案第５３号 

日程第７．議案第５４号 

○議長（甲斐 政國君）  お諮りします。日程第１、議案第４８号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計

歳入歳出決算の認定についてから、日程第７、議案第５４号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会

計歳入歳出決算の認定についてまでの７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４８号から議案第５４号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月４日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質

疑に入ります。 

 質疑をされる場合は、議案名、ページなどを示して発言して下さい。 

 質疑がありましたらどうぞ。７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  ページ数、皆さん方のでは５５ページになりますかね、お願いし

ます。 

 ５５ページの部分であります商工業者の貸付金の金額が出ておりますが、１,０００万円の貸

付金をして１,０００万円が３月３１日に戻ってくるというような状況が毎年続いておりますけ

ど、今回、追加の金額がありますが９８円という金額がついております。これは一体どういうこ

となんかということを１点、まず最初に質問をさせていただきます。 

○議長（甲斐 政國君）  会計管理者。 
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○会計管理者（北島 隆二君）  会計管理者です。小笠議員の質問にお答えいたします。 

 ９８円については利息分の収入になっております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  この１,０００万円の運用に関しては、行政がバックアップ、要

は後ろ盾になって金融機関からそのお金を活用していただくというような形で、資金を実際に借

りるのは金融機関からだったのではないかというふうな捉えをしていて、勘違いであれば申しわ

けありませんが、そもそもこの１,０００万円の取り扱いに関して利息がつくようなものだった

のか、これまではそういった形で利息とかいう部分が計上されてきた記憶がないんですけれども、

通年、こういった形でどのように運営されているのかということも含めて詳しく知る必要がある

のかなというふうに捉えているところです。 

 今現在、ここで発言できる段階のもので構いませんので、この９８円、一体どういった形で１,

０００万円をどの口座にお渡しして、その口座についた利息が９８円あるから１,０００万９８

円入ってきたのか、そもそも行政上の別の会計の部分なのか、わかる範囲で構わないので、さわ

り程度でいいですので答弁をお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  会計管理者。 

○会計管理者（北島 隆二君）  会計管理者です。小笠議員の再度の質問にわかる範囲でお答えし

ます。 

 この事業の中身自体は会計のほうでは理解しておりませんが、町から宮銀の特定の口座に支出

して、そこから商工業者がお金を借りるというシステムだろうと思うんですが、そこに１,００

０万円が常時、最後には出てくると思うんです。その部分についての９８円がついて返ってくる

という仕組みではないかと思われます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  森林組合と貸し付けをするのと同じように商工業者のほうにも貸

し付けをいただいて本当にありがたい資金ではあるんですが、私たちもまだまだちょっと商工会

に行ったという割には利息つきよったかなと、今まで１,０００万円を出して返ってきよったよ

なという感覚しかなかったので、それに対して利息がつくっていう状況があるのであれば、１円

でもふえるにこしたことはないので、しっかりと運営していただければそれでいいのかなと思い

ます。 

 いいです。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。３番、秋本良一議員。 



60 

 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。一般会計の８９ページの総合交通対策事業

の中での１１番の需用費４１０万２３４円ということの中で、備考の中に修繕料というのが１５

５万８,２４６円ということで上がっておりますが、この内容等について、どういった修繕がな

されたのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  企画課長です。修繕料の中身ということですので、ちょっとお答え

させていただきます。済みません、債務を見ております。 

 修繕料１５５万８,２４６円、こちらはタイヤの脱着組みかえほかとか、右ベルトショートシ

ョックアブソーバーの修繕とか、定期点検に伴う修繕とかが３８万円ぐらい、ちょっと大きなも

のがあったり、いろんな項目がございます。それぞれコミュニティバス数台を持っておりますの

で、それぞれにかかっているということでございます。 

 あと、大物ということでは、オートマチックミッションの着脱取りかえというようなこと等々

でございます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。今、総合交通対策事業ということで、バス

運行についての費用のような説明だったというふうに思っておりますが、バスの停留所の時刻表

が風で飛んだりとかしておるところがあります。それから、非常に見にくい、プラスチックが外

側にはってあってお年寄りたちも見にくいということで、去年の何月だったか覚えておりません

が、そのときの担当の方にバスの停留所の時刻表はもう少し五ヶ瀬町に合ったような時刻表って

できないもんかということで、風で飛んでいないところもありますので、そういったあたりを修

繕してもらえんでしょうかという話もしたことではありましたが、まだいまだにやっていないよ

うではありますが、このことについて、再度またお願いをしたいというふうに思っております。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  総括質疑とちょっと違うのかなというイメージがしますけれども、

お伺いして、できれば対処したいという思いはしております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。２番、綾健一議員。 

○議員（２番 綾  健一君）  ２番、綾健一です。歳入歳出決算書の７７ページにございますが、

委託料とございます。真ん中あたりです。町有財産等登記委託料１１８万９,７０５円とござい

ます。このことについてお伺いしたいですが、庁舎建設現場あたりかと想像しているところでご

ざいます。 
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 それから、その下に山村広場委託料というの、これはわずかな金額ですけど、２万５,０００

円、この山村広場とはどこにあるのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  総務課長。 

○総務課長（戸高 勝洋君）  総務課長です。町有財産等の登記委託でございますが、まず１件は

林業大幅委託に伴います当期委託料でございます。それと貫原、字の１６００番地にありました

町有地の抵当権抹消登記にかかわる分でございます。 

 それと、山村広場でございますが、廻淵の、昔、沈澱池と言っておりました場所が山村広場で

ございます。沈澱池跡地が山村広場になっております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。４番、白瀧徹哉議員。 

○議員（４番 白瀧 徹哉君）  ４番、白瀧徹哉です。３０年度の一般会計決算書の中で、決算書

の全般についてちょっと質問をさせていただきたいと思いますけれども、決算書の中に、各事業

所の中に、工事請負費等について備考の中で詳細が明記されていないものがございます。今、本

町の議会では、議会条例第４章の議会と行政の関係の中の第１０条の中で、施策別または事業別

の説明資料を町長に求めるものとするということで、しっかりとうたってございます。過去にも

決算書に基づいた資料の提出をお願いした経緯がございますが、決算書の中でなかなか項目が多

くなると記載できないものもあると思いますけれども、総括の前にそういった部分ができればわ

かるような形で、工事請負費等の室ものが出なくていいような総括にしていくと、もうちょっと

建設的な意見のやり取りもできるのかなというふうに思うわけでありますが、町長のお考えをお

願したいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。白瀧徹哉議員から、特に工事請負費の明記、詳細な明細が、

基本条例を沿った形での必要性、また、その後の総括への議論の活発化になるんじゃないかとい

う質問ですが、現在、総括質疑のあとに決算審査に移行をしていただくということで、その中で

それぞれの担当、予算項目ごとにしっかり工事請負費の内訳等については説明する、また、資料

を提出するという形で進めておりますので、基本的には決算審査での明細の提出がいいのかなと

私自身は思っております。 

 また、その中で御異議等があれば決算審査の認定報告を含めて、そのあたりでわれわれに御教

示いただけば、その分反映ができると思います。 

 ただ、大きな課目であげなきゃいかんというところは、決算書の中にしっかり明記をするとい

うのが基本だと思っております。 

 そういうことで考えております。 
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 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ４番、白瀧徹哉議員。 

○議員（４番 白瀧 徹哉君）  ただいま町長のほうから説明をいただいたところでありますが、

総括に我々が望むときは、一応、反対側の委員会のほうの事案について質問をするということで、

大体の決まりがあるわけでありますが、どうしても工事請負費とか、大きな枠でその部分がわか

らない分については、どうしてもしっておく必要も、我々にも義務がありますので、そこのとこ

ろを考えるために、できればそういったことが早めにわかっていれば、きょうの総括にしても、

そういった工事請負費とか、委託料にしても質問をしなくて、その詳細について、また建設的な

意見のやり取りができるということ、また、条例にもしっかり我々もうたっているということも

ありますので、今回、質問させていただいたところでありますが、これはぜひ前向きに御検討を

いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  ７番、小笠まゆみでございます。一般会計の総務課所管のもので

ありますが、７１ページになります。上段の委託料の中段ほどに、ストレスチェックの業務委託

料９万９,７９２円が上げられております。職員に対してのストレスチェックということだと受

けとめておりますけれども、過去に、やっぱり心身ともにちょっと要観察をしていかないといけ

ないというような職員もあるという話を過去に聞いたことがあります。 

 そういった中で、今回、ストレスチェックをしていただいた部分で職員の心身の健康状態、そ

れが大体どのようなものがあったのか、また、そのストレスチェックをやったということで何が

しかの改善が行われていたのか。もちろん、これは個人情報の事なので名前とか、性別とか聞く

必要がございませんが、何か事例がございましたら教えてください。 

○議長（甲斐 政國君）  総務課長。 

○総務課長（戸高 勝洋君）  総務課長です。小笠議員のストレスチェック業務についての御質問

でございますが、全職員にストレスチェックをかけておりまして、確かに若干気になる職員とい

うのは出てきてございます。 

 ただ、その後の医師への受診等については、本人の希望でありますので、本人に対しての面談

等々は担当者からしているんでしょうが、直接、受診とか、そういった部分につながっているの

は聞いていないところであります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  やはり気になる職員がいるということが、これは本当にゼロでは
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ないと思いますので、過去に本当に悔しい思い、我々も悔しい思いをしたような件もありますの

で、ぜひとも皆さん方、幹部として職員に細部にわたって気配りをお願いしたいと、自分の力を

十二分に発揮できるような職場環境をつくっていただくためにも、こういったものを継続して行

っていただきたいということをお伝えします。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。２番、綾健一議員。 

○議員（２番 綾  健一君）  ２番、綾健一です。歳入歳出決算書の９１ページに当たります。

中ほどの委託料でございます。その右側のほうに、その他の宅地評価法地区の土地評価整備業務

委託料というのが４２６万６,０００円となっております。その他の宅地評価法地区というのは

どういったものか御説明をお願いいたします。それと、何カ所ぐらいあるのかお尋ねしたいので

すが。よろしくお願いいたします。 

○議長（甲斐 政國君）  町民課長。 

○町民課長（齊家  晃君）  町民課長です。綾健一議員の質問にお答えします。 

 その他の宅地評価法地区の土地評価整備業務委託料についてでありますが、現在、宅地評価は

全てその他宅地で評価されておりまして、変形地とか、条件不利地、利便性の悪い宅地など、評

価の見直しをするための調査となっております。 

 件数については、全ての町内の宅地を調査しているところでありまして、また、審査のほうで

お答えしたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。３番、秋本良一議員。 

○議員（３番 秋本 良一君）  ３番、秋本良一です。一般会計の決算の１２３ページ、補償補填

及び賠償金のところで、１７０万８,９９２円の生ごみ処理機賃貸借契約中途解約料ということ

で上がっておりますが、これは３０年度で終わりという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（甲斐 政國君）  町民課長。 

○町民課長（齊家  晃君）  町民課長です。秋本良一議員の質問にお答えいたします。 

 この補償補填及び賠償金で生ごみ処理機賃貸借契約中途解約料の件でございますが、この件に

つきましては、５年のリースの契約で、生ごみを町内から少しでも減らして、その分を生ごみリ

サイクルという形で肥料等にして環境に特化した事業ということで、事業的には、あすの地域づ

くり支援事業の中の美しいまちづくりとうことで取り組んできたところです。 

 ところが、このごみ処理機につきましては、処理をするときに出てくる肥料の部分が浄化槽に

対しまして影響を与えることもあって、浄化槽にそのまま液体を、肥料となる部分で、このまま

続けていくと浄化槽そのものが壊れていくということで、合併浄化槽の汚泥がたまって異臭がし

てきて、このまま続けていくとだめだということもありまして、衛生公社のほうからも管理がで
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きないということもありまして、さらに、たまったごみそのものが産業廃棄物になるということ

で、ごみそのものを産廃のほうに出さなくちゃいけないということになりまして、このまま継続

が不可能ということもありまして、ただ、当時、５年のリース契約をしておりまして、そのリー

スの解約料として補填金のほうを納めさせていただいた状況でございます。 

 詳細ついては、また審査のときにお答えしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  今年１年だけのものかという質問だったと思うんですけど。町民課長。 

○町民課長（齊家  晃君）  ５年分の契約をしておりましたので、その間のリース料の全額を３

０年度に解約料ということで納めさせていただいておりますので、今回で終了でございます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。２番、綾健一議員。 

○議員（２番 綾  健一君）  ２番、綾健一です。歳入歳出決算書の１９３ページですが、中ほ

どに工事請負費とありまして、工事請負費の９、４、５、７から流用、１０万円、それから、９、

４、５、８から流用、１９万円と、その下にも３９万９,０００円、４７万円とございますが、

この流用についての御説明をお願いいたします。 

○議長（甲斐 政國君）  教育次長。 

○教育次長（甲斐津世志君）  教育次長です。綾健一議員の御質問にお答えいたします。 

 施設管理費の工事請負費、その中で２６２万２,３２５円と、それで流用をやっているのは何

かということなんですけど、この工事請負費は自然の恵み資料館の木地屋の展示ケースを作成し

ました。それが３０万円ぐらい、それと、荒踊の館トイレ改修が１１６万１,０００円、これは

また詳しい金額は審査でお答えいたします。 

 それと、荒踊の館の給水ポンプが緊急に壊れまして、この工事に対応するために４件の流用を

行い、対応させていただきました。この金額が給水ポンプの修繕代１１５万８,３００円となり

ます。 

 いずれも緊急的な対応ということで、補正時期に間に合わないということで流用という対応を

取らせていただきました。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 お諮りします。ただいまの７件につきましては総務農林常任委員会及び文教福祉常任委員会に

付託の上、審査したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、ただいまの７件につきましては各常

任委員会に付託の上、審査することに決定しました。各常任委員会の委員長は９月２０日の本会

議において審査の結果を報告願います。 

────────────・────・──────────── 

○議長（甲斐 政國君）  以上で本日の日程は全て終了ました。 

 本日はこれで散会します。 

 次回は９月２０日、午前１０時から開会しますので、定刻までに御参集ください。御苦労さま

でした。 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午後２時27分散会 

────────────────────────────── 



66 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日目 



67 

 

令和元年第３回五ヶ瀬町議会定例会会議録 

 

（最終日） 

令和元年 ９月２０日 

 

 

○会議に付した事件 

日程第 １． 

 

日程第 ２． 

 

 

日程第 ３． 

 

 

日程第 ４． 

 

日程第 ５． 

 

 

日程第 ６． 

 

日程第 ７． 

 

日程第 ８． 

 

日程第 ９． 

 

日程第１１． 

 

日程第１２． 

 

 

日程第１３． 

 

日程第１４． 

 

日程第１５． 

 

日程第１６． 

 

 

日程第１７． 

 

日程第１８． 

 

 

 

議案第４８号 

平成３０年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第４９号 

平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第５０号 

平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第５１号 

平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定について 

議案第５２号 

平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第５３号 

平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について 

議案第５４号  

平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定について 

議案第５５号 

五ヶ瀬町印鑑条例の一部改正について 

議案第５６号 

 公の施設に関する条例の一部改正について 

議案第５７号 

五ヶ瀬町税条例の一部改正について 

議案第５８号 

五ヶ瀬町保育料条例の一部改正について 

議案第５９号 

五ヶ瀬町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正

について 

議案第６０号 

 平成３１年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２号）について 

議案第６１号 

 平成３１年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

議案第６２号 

 平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第2号）について 

議案第６３号 

平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）につ

いて 

議案第６４号 

 平成３１年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

議案第６５号 

平成３１年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て 

 



68 

 

日程第１９． 

 

日程第２０． 

 

日程第２１． 

 

日程第２２． 

 

日程第２３． 

 

日程第２４．

日程第２５． 

 

日程第２６． 

議案第６６号 

 平成３１年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第１号）について 

議案第６７号 

工事請負契約の締結について 

議案第６７号 

工事請負契約の締結について 

発委第２号 

新たな過疎対策法の制定に関する意見書を国に提出することについて 

発委第３号 

 国土強靭化対策の推進を求める意見書を国に提出することについて 

議会運営委員会委員長報告を求めることについて 

発議第４号 

議員派遣について 

委員会の閉会中の継続調査について 



69 

 

○ 出席議員（７名） 

１ 番 甲斐 政國 議員    ２ 番 佐藤 成志 議員 

３ 番 綾  健一 議員    ４ 番 秋本 良一 議員 

６ 番 白瀧 徹哉 議員    ７ 番 甲斐 松男 議員 

９ 番 小笠まゆみ 議員 

 

○ 欠席議員 

８ 番 甲斐 啓裕 議員 

 

○ 地方自治法第１２１条の規定により、事件説明のため出席を求められたものは、次のとおり

である。 
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企 画 課 長  小迫 幸弘    会 計 室 長  北島 隆二 

町 民 課 長  齊家  晃    教 育 次 長  甲斐津世志 

福 祉 課 長  武内 秀元    病院事務長  奥村 和平 
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午前９時57開議 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。御着席ください。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出席議員は７名です。８番、甲斐啓裕議員から会議規則第２条第１項に基づき、欠席届

が提出されました。定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第４８号 

日程第２．議案第４９号 

日程第３．議案第５０号 

日程第４．議案第５１号 

日程第５．議案第５２号 

日程第６．議案第５３号 

日程第７．議案第５４号 

○議長（甲斐 政國君）  お諮りします。 

 日程第１、議案第４８号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定についてから日程

第７、議案第５４号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの７

件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第４８号から議案第５４号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月１０日、各常任委員会に付託しておりますので、審査の結果

について、各常任委員長から報告を求めます。 

 まず、総務農林常任委員長、甲斐松男議員、御登壇願います。 

○総務農林常任委員長（甲斐 松男君）  総務農林委員長の甲斐松男でございます。 

 去る９月１０日、本委員会に付託となった議案第４８号五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算のうち、

総務課、企画課、農林課、建設課、会計室、議会事務局所管の歳入歳出決算の認定について、議

案第４９号五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、９月１０日、１１日、

１３日に委員会を開催し、各議案の会計決算について慎重に審査を行いました。 

 その結果、平成３０年度本委員会所管の会計決算は、付託を受けた事項について全員一致で次

に述べる審査意見を付して認定するべきと決定しましたので、五ヶ瀬町議会会議規則第７７条の

規定により報告します。 

 審査意見。 
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 新庁舎建設について。 

 令和２年度末に完成予定の新庁舎建設における地盤調査が行われました。五ヶ瀬町新庁舎建設

検討委員会が設置され、住民の意見を反映できるよう取り組んでいます。今後着工となりますが、

実施設計については職員の意見も反映させ、また工事については事故等がないようお願いします。

建設資材の高騰、消費税増税等に関して変更がある場合には速やかに報告をしてください。 

 防火水槽有蓋化について。 

 無蓋防火水槽が町内に大小合せて５０基近くあります。安全面・管理面から早急な対応が必要

と考えます。桑野内地区で２カ所の工事が施工されており、１カ所は原材料支給による地元施工

の簡易なもの、もう１カ所は業者施工による上部が強化されたものでした。安全面についてどち

らも問題ないとされましたが、より安全である上部が強化されたもので今後整備を検討してくだ

さい。 

 中山間直接支払い制度を含む補助金について。 

 農林業振興対策の中で、生産者育成補助金や各生産者部会への活動支援が行われています。高

齢化や後継者不足などの状況はなかなか改善できていませんが、生産意欲を削ぐことのないよう、

経営安定に向けて御指導をお願いします。 

 災害復旧事業について。 

 林道災害復旧で、道路の強度を保つ工法やカゴ枠工法など、被災状況に応じた復旧を今後も進

めてください。 

 第三セクターについて。 

 施設管理委託料や貸付金制度を活用して運営が行われています。スキー場事業において、修繕

費、消耗品費、工事費を含め５,５００万円以上の費用を要していますが、施設の老朽化も進み、

機材や備品等も定期的に入れかえが必要な状況です。天候に左右されることもあり安定化を見極

めることが困難ですが、リフトワイヤー交換の義務もあることから、株式会社五ヶ瀬ハイランド

としっかり協議を行い、計画的で安定的な経営指導を望みます。 

 道路改良事業について。 

 現地確認における町道改良、小川下川線、通学路落石対策事業、坂本鞍岡線について、いずれ

も良好な事業結果を認めます。今後においても、予算の範囲内で適正かつ効果の期待できる事業

執行について期待します。 

 水道整備事業について。 

 簡易水道事業については積極的に整備が進められ普及率が上がってきていますが、一方で、そ

の他の水道について、集落単位での未整備地区や自然環境により管理が厳しい状態がふえていま

す。高齢化を配慮しての整備が必要と思われ、対策を望みます。また、水道料の滞納については、
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町税等収納率向上対策委員会における全庁的な情報共有と給水停止の措置を取るなどとした解

消への努力が行われており、公平性の観点から引き続き対策をお願いします。 

 タブレット機器導入について。 

 議会費において、平成３０年１１月よりタブレットを導入しています。ペーパーレス会議シス

テムとして議場での運用を始め、災害時の安否確認や情報共有、町民への情報提供のツールなど

を活用していますが、今後は執行部も含めた積極的な活用について期待をします。 

 以上、報告とします。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  次に、文教福祉常任委員長、小笠まゆみ議員、御登壇願います。 

○文教福祉常任委員長（小笠まゆみ君）  文教福祉常任委員長、小笠まゆみでございます。 

 去る９月１０日、本委員会に付託となった議案第４８号五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算のうち、

福祉課、町民課、教育委員会所管の歳入歳出決算の認定について、議案第５０号五ヶ瀬町国民健

康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第５１号五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計

決算の認定について、議案第５２号五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、議

案第５３号五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第５４号五ヶ瀬

町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、９月１０日、１１日、１３日に委員会を開催

し、各議案の会計決算について慎重に審査を行いました。 

 その結果、平成３０年度本委員会所管の会計決算は、付託を受けた事項について全員一致で次

に述べる審査意見を付して認定するべきと決定しましたので、五ヶ瀬町議会会議規則第７７条の

規定により報告します。 

 審査意見でございます。 

 滞納金整理について。 

 近年、税等の滞納の対処に努力され、現年度の税徴収に力を入れていますが、滞納繰越総額が

４,６４０万円のうち、大口滞納者について５０万円以上が１８件、１００万円以上が１２件と

報告されました。本年度の町税等収納率向上対策委員会において、滞納処分の執行停止に関する

取り扱いの要綱の策定をされたようです。国民の義務、平等性を保つためにも、分納制度を活用

するなど個別の対応をしっかりと行うことを望みます。対象者不明や、死亡などを含む徴収が不

可能と判断されるものは早急に整理をお願いいたします。 

 生ごみシステム回収構築について。 

 本事業は、循環型社会、低炭素社会の実現に向け、生ごみの減量化に取り組んだものです。分

解された水分を男坂住宅の浄化槽に排水していましたが、その処理能力や汚泥処理の問題から事

業を断念しており、取り組み当初における事業計画の精査が不足していたのではないかと考えら

れます。 
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 一般的に、生ごみ処理からは、液肥として活用したり、発生するガスを熱利用したりなどして

いますが、当初の目的である肥料の活用、花の植栽、持続可能な自然共生社会の確立と二酸化炭

素の削減については、ここで断念するのではなく、今後も何がしかの取り組みを検討し継続を願

うものであります。 

 国民健康保険税について。 

 国民健康保険税の滞納額は、数年前に比べ減少しているものの、収入未済額の中で大きな割合

を占めています。税の算定基準は自治体によって異なっていますが、これ以上の滞納をふやさな

いためにも、算定基準の見直し時期ではないかと思われ、検討を願います。 

 医師確保について。 

 これまで常勤の医師確保については努力を重ねられてきました。現在、勤務いただいている２

名の常勤医師には心から感謝申し上げます。厚生労働省が公表した医師偏在指標において宮崎県

は２１０.６ポイントで、医師小数県の１６県に含まれ、医師不足の状況が全国でも厳しい中、

熊本との県境に位置する地理条件により、熊本大学から非常勤医師の派遣をいただいています。

継続的なこの医師確保努力も重要ですが、国で議論される医師の働き方改革の検討の状況を見た

とき、今の状態を維持できるかは疑問です。延岡西臼杵地域医療構想調整会議に西臼杵地域公立

病院部会が設置されましたが、この地域の医療のあり方を見極め、しっかりとした医療体制にな

るよう努力をしてください。 

 また、病院の病床利用率も減少傾向にある中、一般病床及び療養病床数についても検討すべき

時期にきていると思われます。新たな病院機能として、一時的に在宅介護が困難にとなる場合に、

期限を設けた入院が可能となるレスパイト病床の導入についても検討願います。 

 看護師確保について。 

 医師確保同様、看護師の確保にも苦慮されています。職員の技能と技術を向上させるためには、

五ヶ瀬町立病院での院内業務だけでは不足するものがあるようです。外部研修制度や派遣事業等

を構築し、小さな病院でもやりがいを持って働ける環境整備などを行うべきではないでしょうか。

検討をお願いします。 

 技師・薬剤師の確保について。 

 現在、放射線技師・検査技師は再任用での雇用となっております。薬剤師は５年の任期付き採

用で、今後の採用は厳しい状況にあります。課題の多い病院経営ですが、住民にとってはなくて

はならないもので、町立病院の今後のあり方、方向性を見極めればいずれも解決できると考えら

れます。最重要課題と捉え、努力お願いいたします。 

 病院未収金について。 

 外来診療費。入院費の過年度未収金は約６７０万円となっています。平成２２年度以前のもの
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は５６５万円程度となっており、そのうち約半分が回収不能とみられています。今後は、一部預

り金の活用や保証人への請求など、一層の回収努力や新たな未収金を防ぐ対応をお願いいたしま

す。 

 教職員住宅及び学校施設について。 

 平成３０年度は、老朽化による修繕が大半ではありますが、実にこまめに対応を行っています。

今後、修繕が予想される施設などに関しては必要な対応を行い、よりよい環境で教育が行われて

いくよう努力してください。 

 五ヶ瀬教育グランドビジョンについて。 

 独自の取り組みとして進化している五ヶ瀬の教育ですが、教育委員会はじめ現場の先生方には

敬意を表します。塾もない中においても成績がよく、スポーツの取り組みも盛んで優秀な結果を

出しています。今後も、より一層の取り組みを期待するものです。 

 佐伯勝元基金運用について。 

 この基金は、佐伯氏の意向を十分にくみ取り、有効に活用してください。奨学金についても当

初の内容に固定せず、例えば短期大学や専門学校なども対象とするなど、柔軟な運用について再

度検討をお願いします。 

 出産・子育て支援について。 

 ここ数年、出産・子育て支援については、妊産婦健康診査助成や妊産婦健康診査交通費助成な

ど妊娠時の支援から、出産祝い金やブックスタート、ウッドスタートなどの子育て支援など、さ

まざまな施策が講じられ、本町の子育て環境が充実してきている一方で、相変わらず出生者数は

減少の一途をたどっており、人口減少に歯どめをかけるには何らかの対策が必要だと思われます。

福祉部門に限らず、総合的な人口減少対策が講じられるよう期待します。 

 保育所について。 

 保育所の民営化について議論が行われてきましたが、今年度に結論が出ると思われます。保育

所に関しては、保育師不足がなかなか解消できていません。また、五ヶ瀬教育グランドビジョン

の取り組みを行うことから、人材育成の初めの大切な施設と捉え、教育投資にも力を入れられる

環境づくりを望みます。 

 特定健康診査について。 

 五ヶ瀬町が保険者となる国民健康保険加入者の４０歳以上７４歳までを対象としました特定

健康診査については、受診率が５７.７％と目標の６０％に届いていない状況でございます。１

年に一度の受診ではありますが、病気の重症化を防ぐことが医療費にも大きく影響を及ぼすこと

から、受診率向上に向け、一層の取り組みをお願いします。 

 介護保険事業の運営について。 
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 本町の介護保険事業は、全国的に見て適正に運営されていると感じますが、今後においてはま

すます高齢化率が上がり、現役世代の負担は増すものと考えられます。介護施設などが少ない本

町においては、在宅での生活を余儀なくされる高齢者も居ると考えられ、在宅での生活を余儀な

くされる高齢者及びその家族にとっての支援が必要ではないかと感じており、超高齢化社会に対

応した施策の検討をお願いします。 

 介護予防事業について。 

 介護予防生活生きがい活動支援事業を社会福祉協議会に委託し、高齢者などに対する夕食の宅

配サービスや高齢者生活状況確認事業で介護予防ボランティア養成講座受講者による１週間に

１回の高齢者の見守りなどを行い、また、高齢者いきいきサロンや地域の居場所づくりなどが挙

げられますが、今後においては運動に関する予防事業の必要性も感じており、当該事業を検討さ

れることを期待します。 

 厚生労働省は２０４０年を展望し、健康寿命を３年以上延伸するというプランを立てています

が、本町においても健康寿命の延伸は重要な課題であると捉え、介護予防事業の一層の充実を望

みます。 

 以上、報告といたします。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（甲斐 政國君）  これで、各常任委員長の審査報告が終わりました。 

 これから、各常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑がありましたらどうぞ。ありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、各常任委員長に対する質疑を終結します。 

 これから、本７件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 議案第４８号平成３０年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算の認定については、委員長報告のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第４９号平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第５０号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第５１号平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第５２号平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定については、

委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第５３号平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、委員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

 次に、議案第５４号平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入歳出決算の認定については、委

員長報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は委員長報告のとおり認定する

ことに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第５５号 

日程第９．議案第５６号 

日程第１０．議案第５７号 

日程第１１．議案第５８号 
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日程第１２．議案第５９号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、お諮りします。 

 日程第８、議案第５５号五ヶ瀬町印鑑条例の一部改正についてから日程第１２、議案第５９号

五ヶ瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正についてまでの５件は、

これを一括議題としたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第５５号から議案第５９号まで

の５件は、これを一括議題とします。 

 本５件につきましては、去る９月４日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質

疑に入ります。質疑をされる場合は、議案名を示して発言して下さい。質疑がありましたらどう

ぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから、本５件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 議案第５５号五ヶ瀬町印鑑条例の一部改正については、原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５６号公の施設に関する条例の一部改正については、原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５７号五ヶ瀬町税条例の一部改正については、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５８号五ヶ瀬町保育料条例の一部改正については、原案のとおり決定することに

賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５９号五ヶ瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正に

ついては、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第６０号 

日程第１４．議案第６１号 

日程第１５．議案第６２号 

日程第１６．議案第６３号 

日程第１７．議案第６４号 

日程第１８．議案第６５号 

日程第１９．議案第６６号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、お諮りします。 

 日程第１３、議案第６０号平成３１年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２号）についてから日

程第１９、議案第６６号平成３１年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第１号）についてまで

の７件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、議案第６０号から議案第６６号まで

の７件は、これを一括議題とします。 

 本７件につきましては、去る９月４日、提案理由の説明が終わっておりますので、これから質

疑に入ります。質疑をされる場合は、議案名を示して発言して下さい。質疑がありましたらどう

ぞ。１番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  １番、佐藤成志です。一般会計補正予算、１３ページです。総務

費の負担金補助及び交付金ということで、宮崎ひなた暮らしＵＩＪターン支援事業補助金。そっ

ちのほうはどうなっているか。総務費の中で。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  こちらのほうのページ数は10ページになっております。 

 総務費の国庫支出金の総務費国庫補助金の地方創生推進交付金２００万円と県支出金の県支

出金の宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンのページでよろしいでしょうか。 

 宮崎ひなた暮らしＵＩＪターン支援事業補助金１００万円につきましては、今、先に申し上げ

ましたが、その上の国庫補助金の総務費国庫補助金の１００万円と６月の補正のときに県と国か
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ら別々に入るような想定をしておりましたけれども、県のほうで一括して入るということで、国

庫補助金のほうから県補助金のほうに移し替えたということでございます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  同ページの上のほうにありますが、関係人口創出・拡大事業モデ

ル事業委託料２２１万６,０００円についてお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  済みません。それは６月の補正予算書じゃないでしょうか。今、２

号補正ですから。 

○議長（甲斐 政國君）  済みません。佐藤議員、それは補正予算（第１号）で６月のやつになっ

ています。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  失礼しました。 

○議長（甲斐 政國君）  済みません。ここで１回休憩して質問を整理していただきたいと思いま

す。休憩します。 

午前10時30分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午10時37再開 

○議長（甲斐 政國君）  それでは、休憩を閉じ、再開いたします。１番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  済みません。タブレットの操作を間違えまして、６月議会のしお

りが出てまいりまして、そちらのほうを押してしまいました。申しわけありません。 

○議長（甲斐 政國君）  １番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  私のほうの手違いで申しわけありませんでした。 

 それでは、また質問をさせていただきます。 

 一般会計補正予算１５ページになります。 

 総務管理費の中の報償費ということで、県町村人口問題対策連携事業報奨金ということで５０

万円と委託料１２５万２,０００円というのが上がっております。この２件についてお願いしま

す。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  企画課長です。こちらの地域振興費のほうの関連ですが、県のほう

で、今回、委託料のほうに県市町村人口問題対策連携事業というのが県の基金事業で組まれたわ

けなんですが、その分の関係で、今言われた報奨金、それから、委託料の１２３万２,０００円

につきまして、今現在、一般会計で取り組んでいるものを県の基金事業のほうでできないかとい
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うことで、今、県のほうに申請をしておりまして、基金事業でできないかということで、こちら

のほうに基金事業の分として振りかえで上げさせていただいております。今から内示を受けるか

どうかの状態なので、こちらのほうで上げさせていただいているという状況です。報奨金と、そ

れから委託料のほうを振りかえているという状況でございます。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。２番、綾健一議員。 

○議員（２番 綾  健一君）  ２番、綾健一です。タブレットのページで２０ページになるんで

すが。 

○議長（甲斐 政國君）  議案名を。 

○議員（２番 綾  健一君）  一般会計補正予算です。ページ数がタブレットでは２０ページに

なっていますが、農地費についてお尋ねしたいんですが、負担金補助及び交付金１,０１２万５,

０００円の県営土地改良事業負担金とあります。経営土地改良事業はどこの地域で行われている

のかお尋ねしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  建設課長。 

○建設課長（田原 昭生君）  建設課長です。綾議員の御質問にお答えします。 

 負担金の１,０１２万５,０００円の増額なんですけど、これにつきましては、県営中山間地域

総合整備事業の五ヶ瀬地区としておりまして、それの町の負担分になります。平成３０年度着工

予定でありました大石地区の管水路の２件と排水施設等について、事業のほうが平成３１年度に

繰り越しを行いましたので、当該事業における負担金が上がったということでの計上になります。 

 よろしいでしょうか。 

○議員（２番 綾  健一君）  はい、わかりました。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  ７番、小笠でございます。一般会計補正予算の２１ページになり

ます。商工費の中の４番、森林公園事業費の部分の需用費の中に消耗品費、それから、修繕料な

どが上がってございますが、これは資料でいただいた中のスキー場の諸々の部分の計上ではない

かと捉えています。 

 レストランの厨房機器の経年劣化に伴う更新費用として説明資料の中で１４１万４,０００円

という数字をお知らせいただいているんですが、よかったら厨房機器、一体どういうものが更新

されるのかを教えてください。 

○議長（甲斐 政國君）  企画課長。 

○企画課長（小迫 幸弘君）  企画課長です。商工費の部分については今おっしゃられたとおりで、

説明資料でつけておりますスキー場のレンタルブーツ、ウエア等の消耗品、それから、修繕料に
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つきましては、圧雪車、スノーモービル等々の修繕となってございます。 

 厨房機器につきましては、備品購入費のほうで上げてございまして、１つが麺水切り機、それ

から、ガスフライヤー、それから、丼ぶりレンジ、電気ホットショーケース、スチームマシン、

電気式ウォーマーテーブルとなってございまして、どれも古くなっているものの更新でございま

す。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ７番、小笠まゆみ議員。 

○議員（７番 小笠まゆみ君）  厨房に２日間ボランティアで入らせていただいたんですが、本当

にあの状況でよく動いていただいているなということで、個人の機器を持ち込んでいただいて、

それで仕事をされているというような状況も見て取れましたので、補正という形で予算づけいた

だいたことに、一体どのものかというのが確認したかったということと、できるだけ現場の声を

聞き入れていただいて、もう少し環境整備を充実していただけるといいのではないかと思いまし

たので聞かせていただきました。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。４番、白瀧徹哉議員。 

○議員（４番 白瀧 徹哉君）  ４番、白瀧徹哉です。補正予算書の２３ページになりますけれど

も、へき地教員住宅の管理費の中で、工事請負費６７３万３,０００円と、もう１件ありますが、

２４ページの保健体育施設費、これの工事請負費４２１万６,０００円について詳細を御説明お

願いしたいと思います。 

○議長（甲斐 政國君）  教育次長。 

○教育次長（甲斐津世志君）  教育次長です。白瀧議員の質問にお答えいたします。 

 まず、へき地教員住宅の工事請負費、説明資料にも投資的事業ということで書いてありますが、

室野団地１号と国道沿いにあります教員住宅ですが、これの屋根工事の修繕になります。非常に

屋根が劣化して、修繕を行わないといけない状態になっています。 

 当初予算のほうで壁のほうで上げておりましたけども、今回、この補正を出して、一括して修

繕を行うということで考えているところです。 

 それと、２４ページの保健体育施設の工事請負費４２１万６,０００円、これもちょっと説明

資料にあるんですが、これは、Ｇパーク陸上競技場トラック改修工事、上げております。議会で

も承認いただきましてありがとうございます。この分の消費税の増税分ということで上げさせて

おります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ４番、白瀧徹哉議員。 
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○議員（４番 白瀧 徹哉君）  この２件については事前に説明資料もいただいておりますし、承

知しておりましたけども、へき地住宅ですけども、今回、室野住宅のほうをされるということで

ありますが、まだまだ町内にも住宅で非常に古い建物が十分ありますので、できるだけ計画的に、

また、早く改修を行っていただくようによろしくお願い申し上げたいと思います。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  教育次長。 

○教育次長（甲斐津世志君）  教育次長です。教員住宅等を含めて、学校教育施設・社会教育施設

長寿命化計画ということで調査を行っているところです。それに、調査ができて、計画的に、平

準的に、事業が飛び出ないように、単年で大きく上がるようなことがないように計画を進めてい

きたいと思っているところです。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。２番、綾健一議員。 

○議員（２番 綾  健一君）  ２番、綾健一です。もう１点ほどお伺いしたいと思います。 

 一般会計補正予算の２５ページになっております。現年発生道路橋梁災害復旧費とありまして、

経費が１,００５万円組み込んであります。その工事の請負箇所、今度、工事をされる現場がど

のくらいあるのかお伺いいたします。 

○議長（甲斐 政國君）  建設課長。 

○建設課長（田原 昭生君）  建設課長です。綾議員の御質問にお答えします。 

 今回上げておる１,００５万円の金額になりますけど、７月に発生しました梅雨前線豪雨災害

で、９月１７日の週に災害査定が予定されておりますけど、査定完了後に速やかな工事発注を行

うために、今、暫定的な予算で上げておりますので、今、ここでどの箇所がというのはちょっと

お答えできないんですけど、よろしいですか。 

○議員（２番 綾  健一君）  暫定予算ということで伺っていてよろしいんですね。 

○建設課長（田原 昭生君）  まだ査定を受けていませんので。いいですか。 

○議長（甲斐 政國君）  ほかにありませんか。ありませんか。１番、佐藤成志議員。 

○議員（１番 佐藤 成志君）  １番、佐藤成志です。水道事業特別会計、ページ数は７ページで

す。 

 委託料９９６万６,０００円と工事請負費５００万円と上がっておりますが、説明をお願いし

ます。 

○議長（甲斐 政國君）  建設課長。 

○建設課長（田原 昭生君）  建設課長です。佐藤成志議員の御質問にお答えします。 

 今言われた分のどちらも、さきの全協のほうで一応御説明を申し上げたんですけど、まず、委
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託料の７９５万３,０００円につきましては、新庁舎に、今度、廻淵のほうから水道を持ってく

る分があるんですけど、その分の水道を設計するための実施設計の業務委託料になります。とす

ると、２０１万３,０００円につきましては、それに伴います認可等の申請の手続きがあります

ので、その分の経費になります。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  委託料と工事請負費、９９６万６,０００円と５００万円。建設課長。 

○建設課長（田原 昭生君）  済みません。工事請負費のほうもでしょうか。 

 工事請負費につきましては、今現在、宮の原の簡易水道の配水管敷設を行っておりますけど、

昨年の見積もり時から資材単価の上昇、また、環境汚染対策を目的とした産廃処分費等の追加と

か、交通指導員の追加による工事請負費の増になりまして、今回の補正で上げているところです。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政國君）  よろしいですか。ほかにありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから、本７件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 議案第６０号平成３１年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２号）については、原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６１号平成３１年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について

は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６２号平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６３号平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）につ

いては、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６４号平成３１年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６５号平成３１年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

ては、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６６号平成３１年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予算（第１号）については、原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第６７号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第２０、議案第６７号工事請負契約の締結についてを議題と

します。本件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第６７号工事請負契約の締結について、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 地方自治法第９６条第１項第５号並びに議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処

分に関する条例第２条の規定に基づき、５,０００万円以上の工事請負契約の締結については、

議会の議決が必要とされております。 

 本件は、平成３０年度地方創生拠点整備交付金事業による繰り越し事業であり、フォレストピ

ア森林交流館を宿泊施設として改修する工事請負契約であります。 

 この工事につきましは、去る９月１１日、指名競争入札の結果、真野建設株式会社、代表取締

役、真野公憲氏が落札し、工事請負金額は５,７２４万円であります。 

 工期は、契約の日から令和２年３月１０日までとしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入ります。質

疑がありましたらどうぞ。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから本件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 議案第６７号工事請負契約の締結については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって本案は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第６８号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第２１、議案第６８号町道の認定及び廃止についてを議題と

します。本件について、町長から提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（原田 俊平君）  議案第６８号町道の認定及び廃止について、提案理由の御説明を申し上

げます。 

 町道の認定及び廃止につきましては、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定により、

議会の議決が必要であります。 

 今回提案いたします路線は、貫原橋の完成に伴い、旧橋を経由する路線の廃止手続きを行い、

新橋を経由する路線に再認定を行うものです。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願います。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま提案理由の説明が終わりました。これから質疑に入ります。質

疑がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから本件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 議案第６８号町道の認定及び廃止については、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって本案は、原案のとおり可決されました。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２２．発委第２号 

日程第２３．発委第３号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、お諮りします。 

 日程第２２、発委第２号新たな過疎対策法の制定に関する意見書を国に提出することについて

及び日程第２３、発委第３号国土強靭化対策の推進を求める意見書を国に提出することについて

の２件は、これを一括議題としたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、発委第２号及び発委第３号の２件は、

これを一括議題とします。 

 本２件については、提出者、総務農林常任委員長、甲斐松男議員、趣旨説明を求めます。 

○総務農林常任委員長（甲斐 松男君）  総務農林委員長の甲斐松男です。 

 発委第２号新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について、趣旨。説明を申し上げます。 

 全国過疎地域自立促進特別措置法が令和３年３月末に失効することから、引き続き総合的な過

疎対策を充実強化させるよう、新たな過疎対策法の制定に関する要望、活動が全国過疎地域自立

促進連盟を中心に、国会及び関係省庁へ行われています。 

 意見書にあるとおり、過疎対策のこれまでの成果や課題、過疎地域を取り巻く環境を踏まえて、

都市も含めた国民全体の安心安全な生活環境整備を図るためにも、引き続き総合的な過疎対策の

充実強化を求めるものであります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 続きまして、発委第３号国土強靭化対策の推進を求める意見書の提出について、趣旨説明を申

し上げます。 

 近年、全国各地で豪雨や地震など、自然災害が頻繁かつ甚大に発生しており、このような災害

に備えるべく、国民の生命や財産を守るために、防災、減災、さらには国土、強靭化を進めるこ

とは極めて重要であり喫緊の課題だと考えます。市町村にあっては、災害の最前線に位置するこ

とから、早急な対応はもちろん、想定している災害に対する備えを可能な限り充足できるよう全

力で取り組んでいますが、脆弱な財政基盤に起因して十分とは言えない状況であります。 

 よって、国に地方創生の取り組みと連携しながら国土強靭化対策をより一層推進されるよう要

望するものであります。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま趣旨説明が終わりました。これから、ただいまの趣旨説明に対

する質疑に入ります。質疑がありましたらどうぞ。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  質疑がないようですから、これにて質疑を終結します。 

 これから、本２件について討論を行います。討論がありましたらどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  討論なしと認めます。 

 これから起立によって採決します。 

 発委第２号新たな過疎対策法の制定に関する意見書を国に提出することについては、原案のと

おり決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 発委第３号国土強靭化対策の推進を求める意見書を国に提出することについては、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立を願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政國君）  全員起立であります。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議会運営委員会委員長報告を求めることについて 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第２４、議会運営委員会委員長報告を求めることについて、

議会運営委員会委員長から審査中の事件について報告がありますので、ここで委員長の報告を求

めます。委員長、白瀧徹哉議員、御登壇願います。 

○議会運営委員長（白瀧 徹哉君）  議会運営委員長の白瀧徹哉です。 

 五ヶ瀬町議会基本条例第２２条第１項において、議会は１年ごとにこの条例の目的が達成され

ているかどうかを議会運営委員会において検討するものと規定しております。 

 その手続につきましては、五ヶ瀬町議会基本条例の見直し手続に関する要綱に基づき評価作業

を行いました。全ての議員により、評価の指標に示された５段階の自己評価に基づき、平成３０

年８月１日から令和元年７月３１日の１年間の議会及び議員活動の評価検証を行いました。その

経過につきましては、報告書の評価の経過に記載のとおりであります。評価の結果につきまして

も、お手元の評価結果表をごらんください。 

 議会運営委員会での意見としましては、２回目の評価作業でありますが、評価の支持、指標の

捉え方には個人差がみられた部分も多々あり、今後、毎年評価作業を実施していく中で、改善す

べき部分の検討を行ってまいります。 

 見直し手続に関する要綱第６条第１項に規定されている条例の見直し判断基準となる３以下

の結果となったのは、第１６条の議会図書室の設置であります。これは、現在の庁舎では十分な
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機能を果たせておりません。地方自治法第１００条第１９号において、設置しなければならない

とされていることから、新庁舎建設の検討の中に反映させていかなければなりません。 

 以上、今回の評価の結果としましては、条例の見直しは必要なく、達成度の低かった事項につ

きまして、議会活動、議員活動のさらなる活性化を図ることが重要であります。 

 以上、委員長報告といたします。 

○議長（甲斐 政國君）  ただいま、委員長報告が終わりました。 

 お諮りします。ただいまの議会基本条例に基づく評価審査報告について、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、ただいまの委員長審査報告のとおり

とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．発議第４号 

○議長（甲斐 政國君）  次に、日程第２５、発議第４号議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。議員派遣につきましては、会議規則第１２２条の規定によりお手元に配付して

おりますとおり派遣することにしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、お手元に配付しておりますとおり議

員を派遣することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（甲斐 政國君）  お諮りします。日程第２６、委員会の閉会中の継続調査については、会

議規則第７５条の規定により、お手元に配付しておりますとおり、各常任委員会委員長、議会運

営委員会委員長、議会広報編集委員会委員長、行財政改革及び新庁舎建設調査検討特別委員会委

員長から閉会中の継続調査の申し出がありました。各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政國君）  異議なしと認めます。したがって、各委員長から申し出のとおり、閉会

することに決定しました。 

 以上をもちまして、本定例会に付された議事の全部を終了しましたので、会議を閉じます。 

 議員各位におかれましては、去る９月４日の開会以来１７日間に渡り熱心に御審議をいただき、

まことにありがとうございました。 

 町長を初め、町当局の皆様には、会期の間、常に真摯な態度を持って審議に御協力いただき、
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ありがとうございました。 

 ここで、町長の挨拶をお願いします。町長。 

○町長（原田 俊平君）  町長です。それでは、私のほうから本定例会終了に当たりまして、執行

部を代表し、一言御挨拶を申し上げます。 

 まずは、本定例会に御提案申し上げました全ての案件につきまして、御承認を賜り、まことに

ありがとうございました。 

 本定例会は、決算議会ということもありまして、平成３０年度の一般会計、特別会計におきま

して、監査委員の方からの決算審査意見書をもとに、総務農林常任委員会並びに文教福祉常任委

員会、それぞれに決算審査意見書をいただいたところでございます。それぞれにいただきました

指摘事項並びに要望事項につきましては、今後、内部で十分に検討を行い、対応していく考えで

ありますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 さて、国政におきましては、去る９月１１日に第４次安倍再改造内閣が発足し、初入閣の大臣

も１３名と、これまでで最も多い布陣になったところでございます。その中でも、農林水産大臣

に、地元、江藤拓代議士が就任され、基幹作業が農林業の我が町、また、宮崎県にとっては非常

によかったと思うところであります。これまでの農政通の豊富な経験を生かされ、棚田地域振興

法をはじめ、中山間地に暮らします私どもの視点に立った政策の展開を願うとともに、農業国、

日本のための御活躍を期待するところであります。 

 結びとなりますが、来週には秋分の日を迎え、本格的な実りの秋となり、農作業等で多忙な時

期となります。また、台風１７号も週末には九州に接近するということが予想されていますし、

１０月、１１月と各種イベント、お祭りも目白押しで、公私ともにあわただしい時期となります

が、議会の皆様におかれましては健康に十分御留意の上、ますます御健勝にて御活躍をいただき

ますようお祈りを申し上げます。 

 それでは、以上をもちまして定例会終了に当たってのお礼の挨拶とさせていただきます。本当

にありがとうございました。大変お疲れ様でした。 

○議長（甲斐 政國君）  町長には、丁重な御挨拶を賜り、ありがとうございました。議員各位か

ら述べられました意見なり要望事項につきましては、特に御配慮いただき、執行の上に十分反映

されますようお願いを申し上げます。 

 これをもちまして、令和年第３回五ヶ瀬町議会定例会を閉じます。 

 どうも御苦労様でした。 

○事務局長（垣内 広好君）  御起立ください。一同、礼。お疲れさまでした。 

午前14時27閉会 

────────────────────────────── 
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○ 令和元年第３回定例会に議した事件のてんまつは、次のとおりである。 

 

議案番号 件 名 議決年月日 
議決の 

結果 

報告第１０号 五ヶ瀬町の財政健全化判断比率について 
令和元年 

９月４日 
- 

報告第１１号 五ヶ瀬町公営企業の資金不足比率について 
令和元年 

９月４日 
- 

議案第４６号 西臼杵郡公平委員会委員の選任同意について 
令和元年 

９月４日 
同意 

議案第４７号 人権擁護委員候補者の推薦について 
令和元年 

９月４日 
同意 

議案第４８号 
平成３０年度五ヶ瀬町一般会計歳入歳出決算

の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第４９号 
平成３０年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第５０号 
平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第５１号 
平成３０年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業

会計決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第５２号 
平成３０年度五ヶ瀬町介護保険特別会計歳入

歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第５３号 
平成３０年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 

議案第５４号 
平成３０年度五ヶ瀬町奨学金特別会計歳入

歳出決算の認定について 

令和元年 

９月２０日 
認定 
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議案第５５号 五ヶ瀬町印鑑条例の一部改正について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第５６号 公の施設に関する条例の一部改正について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第５７号 五ヶ瀬町税条例の一部改正について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第５８号 五ヶ瀬町保育料条例の一部改正について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第５９号 
五ヶ瀬町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部改正について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６０号 
平成３１年度五ヶ瀬町一般会計補正予算（第２

号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６１号 
平成３１年度五ヶ瀬町簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６２号 
平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険特別会計

補正予算（第２号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６３号 
平成３１年度五ヶ瀬町国民健康保険病院事業

会計補正予算（第２号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６４号 
平成３１年度五ヶ瀬町介護保険特別会計補正

予算（第２号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６５号 
平成３１年度五ヶ瀬町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６６号 
平成３１年度五ヶ瀬町奨学金特別会計補正予

算（第 1号）について 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 
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議案第６７号 工事請負契約の締結について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

議案第６８号 町道の認定及び廃止について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 

発委第 ２号 
新たな過疎対策法の制定に関する意見書を国

に提出することについて 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

発委第 ３号 
国土強靭化対策の推進を求める意見書を国に

提出することについて 

令和元年 

９月２０日 
原案可決 

発議第 ４号 議員派遣について 
令和元年 

９月２０日 
原案可決 



93 

 

 

 

 

 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

                令和元年  月  日 

 

 

                                      議  長 

 

 

                                      署名議員 

 

 

                                      署名議員 

  

 


